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市第 139 号議案 

   横浜市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に 

関する条例等の一部改正 

 横浜市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条

例等の一部を改正する条例を次のように定める。 

   平成26年２月14日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

   横浜市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に 

関する条例等の一部を改正する条例 

 （横浜市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する

条例の一部改正） 

第１条 横浜市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関

する条例（昭和42年12月横浜市条例第46号）の一部を次のように

改正する。 

  第10条の２第２号中「第５条第12項」を「第５条第11項」に改

める。 

 （横浜市指定通所支援の事業等の人員、設備、運営等の基準に関

する条例の一部改正） 

第２条 横浜市指定通所支援の事業等の人員、設備、運営等の基準

に関する条例（平成24年12月横浜市条例第61号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  第50条第１項中「第５条第17項」を「第５条第16項」に改める

。 

（横浜市指定障害児入所施設等の人員、設備、運営等の基準に関
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する条例の一部改正） 

第３条 横浜市指定障害児入所施設等の人員、設備、運営等の基準

に関する条例（平成24年12月横浜市条例第62号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  第47条第１項中「第５条第17項」を「第５条第16項」に改める

。 

 （横浜市障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律の施行に関する条例の一部改正） 

第４条 横浜市障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律の施行に関する条例（平成18年３月横浜市条例第14号

）の一部を次のように改正する。 

  第３条の見出し及び同条第１項中「横浜市障害程度区分認定審

査会」を「横浜市障害支援区分認定審査会」に改める。 

 （横浜市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備、運営等の

基準に関する条例の一部改正） 

第５条 横浜市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備、運営

等の基準に関する条例（平成24年12月横浜市条例第64号）の一部

を次のように改正する。 

  目次中 

「第８章 共同生活介護 

第１節 基本方針（第 124 条） 

第２節 人員に関する基準（第 125 条・第 126 条） 

第３節 設備に関する基準（第 127 条） 

第４節 運営に関する基準（第 128 条―第 141 条）   」 

 を 
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「第８章 削除                     」 

に、 

「第４節 運営に関する基準（第 199 条―第 201 条）    」 

を 

「第４節 運営に関する基準（第 198 条の２―第 201 条） 

第５節 外部サービス利用型指定共同生活援助の事業の基本 

方針並びに人員、設備及び運営に関する基準 

第１款 この節の趣旨及び基本方針（第 201 条の２・第20 

1 条の３） 

第２款 人員に関する基準（第 201 条の４・第 201 条の５ 

） 

第３款 設備に関する基準（第 201 条の６） 

第４款 運営に関する基準（第 201 条の７―第 201 条の12 

     ）                     」 

 に、 

「第16章 一体型指定共同生活介護事業所等に関する特例（第 

204 条・第 205 条）              」 

を 

「第16章 削除                     」 

に改める。 

 第３条第１項中「第８章」を「第９章」に改める。 

  第５条第２項中「であって」を「又は重度の知的障害若しくは

精神障害により行動上著しい困難を有する障害者であって、」に

改める。 

  第６条第１項中「者（以下この章」の次に「、第 201 条の２及
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び第 201 条の10」を加える。 

  第80条第１項第２号ア中「平均障害程度区分」を「平均障害支

援区分」に、「障害程度区分の」を「障害支援区分の」に改める

。 

  第 100 条第１項第２号中「第 125 条第１項の指定共同生活介護

事業者、」を削り、「又は第 196 条第１項の指定共同生活援助事

業者」を「、第 196 条第１項の指定共同生活援助事業者又は第20 

1 条の４第１項の外部サービス利用型指定共同生活援助事業者」

に、「「指定共同生活介護事業者等」」を「「指定自立訓練（生

活訓練）事業者等」」に改め、同号ア中「第 124 条の指定共同生

活介護、」を削り、「又は第 195 条の指定共同生活援助」を「、

第 195 条の指定共同生活援助又は第 201 条の２の外部サービス利

用型指定共同生活援助」に、「指定共同生活介護等」を「指定自

立訓練（生活訓練）等」に、「指定共同生活介護事業所等（当該

指定共同生活介護事業者等」を「指定自立訓練（生活訓練）事業

所等（当該指定自立訓練（生活訓練）事業者等」に改め、「第12 

5 条第１項の指定共同生活介護事業所、」を削り、「又は第 196

条第１項の指定共同生活援助事業所」を「、第 196 条第１項の指

定共同生活援助事業所又は第 201 条の４第１項の外部サービス利

用型指定共同生活援助事業所」に、「当該指定共同生活介護事業

所等」を「当該指定自立訓練（生活訓練）事業所等」に改め、同

条第２項第２号中「指定共同生活介護事業者等」を「指定自立訓

練（生活訓練）事業者等」に改め、同号ア中「指定共同生活介護

等」を「指定自立訓練（生活訓練）等」に、「指定共同生活介護

事業所等」を「指定自立訓練（生活訓練）事業所等」に、「当該
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指定共同生活介護事業所等」を「当該指定自立訓練（生活訓練）

事業所等」に改め、同条第３項第１号中「、第 125 条第１項の指

定共同生活介護事業所」を削り、「指定共同生活援助事業所」の

次に「、第 201 条の４第１項の外部サービス利用型指定共同生活

援助事業所」を加え、「第８章」を「第14章」に改め、同号ア中

「、第 124 条の指定共同生活介護」を削り、「指定共同生活援助

」の次に「、第 201 条の２の外部サービス利用型指定共同生活援

助」を加える。 

第 101 条中「第７条」を「第52条」に改める。 

第 109 条第２号中「第 125 条第１項の指定共同生活介護事業所

又は」を削り、「指定共同生活援助事業所」の次に「又は第 201

条の４第１項の外部サービス利用型指定共同生活援助事業所」を

加え、「共同生活住居（法第34条第１項の共同生活住居をいう。

以下同じ。）」を「共同生活援助を行う住居（以下「共同生活住

居」という。）」に改める。 

第 114 条第１項中「及び第 196 条第１項の指定共同生活援助事

業者」を削る。 

第 119 条第３項中「共同生活介護」を「共同生活援助」に改め

る。 

第８章を次のように改める。 

  第８章 削除 

第 124 条から第 141 条まで 削除 

第 157 条の次に次の１条を加える。 

（利用者負担額に係る管理） 

第 157 条の２ 指定自立訓練（生活訓練）事業者は、支給決定障
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害者（指定宿泊型自立訓練を受ける者及び省令の規定により厚

生労働大臣が定める者に限る。）が同一の月に当該指定自立訓

練（生活訓練）事業者が提供する指定宿泊型自立訓練及び他の

指定障害福祉サービス事業者等が提供する指定障害福祉サービ

ス等を受けたときは、当該指定宿泊型自立訓練及び他の指定障

害福祉サービス等に係る利用者負担額合計額を算定しなければ

ならない。この場合において、当該指定自立訓練（生活訓練）

事業者は、利用者負担額合計額を市町村に報告するとともに、

当該支給決定障害者及び他の指定障害福祉サービス等を提供し

た指定障害福祉サービス事業者等に通知しなければならない。 

２  指定自立訓練（生活訓練）事業者は、支給決定障害者（指定

宿泊型自立訓練を受ける者及び省令の規定により厚生労働大臣

が定める者を除く。）が同一の月に当該指定自立訓練（生活訓

練）事業者が提供する指定自立訓練（生活訓練）（指定宿泊型

自立訓練を除く。）及び他の指定障害福祉サービス事業者等が

提供する指定障害福祉サービス等を受けた場合において、当該

支給決定障害者から依頼があったときは、当該指定自立訓練（

生活訓練）及び他の指定障害福祉サービス等に係る利用者負担

額合計額を算定しなければならない。この場合において、当該

指定自立訓練（生活訓練）事業者は、利用者負担額合計額を市

町村に報告するとともに、当該支給決定障害者及び他の指定障

害福祉サービス等を提供した指定障害福祉サービス事業者等に

通知しなければならない。 

  第 159 条中「第21条、第23条」を「第21条」に、「まで、第13 

1 条」を「まで」に改め、「、第23条中「支給決定障害者等が」
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とあるのは「支給決定障害者（指定宿泊型自立訓練を受ける者及

び省令の規定により厚生労働大臣が定める者を除く。以下この条

において同じ。）が」と、「当該支給決定障害者等」とあるのは

「当該支給決定障害者」と」及び「、第 131 条第１項中「支給決

定障害者（」とあるのは「支給決定障害者（指定宿泊型自立訓練

を受ける者及び省令の規定により厚生労働大臣が定める者に限る

。以下この条において同じ。）（」と」を削る。 

  第 172 条中「第21条、第23条」を「第21条」に、「まで、第13 

1 条」を「まで」に、「及び第 147 条」を「、第 147 条及び第15 

7 条の２」に改め、「、第23条中「支給決定障害者等が」とある

のは「支給決定障害者（省令の規定により厚生労働大臣が定める

者を除く。以下この条において同じ。）が」と、「当該支給決定

障害者等」とあるのは「当該支給決定障害者」と」を削り、「第

131 条第１項中「支給決定障害者（」を「第 157 条の２第１項中

「支給決定障害者（指定宿泊型自立訓練を受ける者及び省令の規

定により厚生労働大臣が定める者に限る。）」に、「以下この条

において同じ。）（」を「）」と、同条第２項中「支給決定障害

者（指定宿泊型自立訓練を受ける者及び省令の規定により厚生労

働大臣が定める者を除く。）」とあるのは「支給決定障害者（省

令の規定により厚生労働大臣が定める者を除く。）」に改める。 

  第 195 条中「相談」の次に「、入浴、排せつ又は食事の介護」

を加える。 

 第 196 条第１項第１号中「10」を「６」に改め、同項中第２号 

を第３号とし、第１号の次に次の１号を加える。 

(2) 生活支援員 指定共同生活援助事業所ごとに常勤換算方法
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でアからエまでに掲げる数の合計数以上 

ア 障害支援区分に係る市町村審査会による審査及び判定の

基準等に関する省令（平成26年厚生労働省令第５号。以下

「区分省令」という。）第１条第４号の区分３に該当する

利用者の数を９で除した数 

イ 区分省令第１条第５号の区分４に該当する利用者の数を

６で除した数 

ウ 区分省令第１条第６号の区分５に該当する利用者の数を

４で除した数 

エ 区分省令第１条第７号の区分６に該当する利用者の数を

2.5 で除した数 

  第 197 条を次のように改める。 

  （管理者） 

 第 197 条 指定共同生活援助事業者は、指定共同生活援助事業所

ごとに専らその職務に従事する常勤の管理者を置かなければな

らない。ただし、指定共同生活援助事業所の管理上支障がない

場合は、当該指定共同生活援助事業所の他の職務に従事させ、

又は他の事業所、施設等の職務に従事させることができるもの

とする。 

 ２ 指定共同生活援助事業所の管理者は、適切な指定共同生活援

助を提供するために必要な知識及び経験を有する者でなければ

ならない。 

  第 198 条を次のように改める。 

  （設備） 

 第 198 条 指定共同生活援助に係る共同生活住居は、住宅地又は
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これと同程度に利用者の家族及び地域住民との交流の機会が確

保される地域にあり、かつ、入所により日中及び夜間を通して

サービスを提供する施設（以下「入所施設」という。）又は病

院の敷地外にあるようにしなければならない。 

２ 指定共同生活援助事業所は、１以上の共同生活住居（サテラ

イト型住居（当該サテライト型住居を設置しようとする者によ

り設置される当該サテライト型住居以外の共同生活住居であっ

て、当該サテライト型住居に入居する利用者に対する支援を行

うもの（以下「本体住居」という。）と密接な連携を確保しつ

つ、本体住居とは別の場所で運営される共同生活住居をいう。

以下同じ。）を除く。以下この項及び第４項から第６項までに

おいて同じ。）を有するものとし、当該共同生活住居及びサテ

ライト型住居の入居定員の合計は、４人以上とする。 

３ 共同生活住居の配置、構造及び設備は、利用者の特性に応じ

て工夫されたものでなければならない。 

４ 共同生活住居は、その入居定員を２人以上10人以下とする。

ただし、既存の建物を共同生活住居とする場合にあっては、当

該共同生活住居の入居定員を２人以上20人（市長が特に必要が

あると認めるときは、30人）以下とすることができる。 

５ 既存の建物を共同生活住居とした共同生活住居を改築する場

合であって、市長が特に必要があると認めるときは、前項の規

定にかかわらず、当該共同生活住居の入居定員を２人以上30人

以下とすることができる。この場合において、当該入居定員は

、当該共同生活住居を改築する時点の入居定員と同数を上限と

する。 
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６ 共同生活住居は、１以上のユニットを有するほか、日常生活

を営む上で必要な設備を設けなければならない。 

７ ユニットの入居定員は、２人以上10人以下とする。 

８ ユニットの基準は、次のとおりとする。 

(1) 一の居室の定員は、１人とすること。ただし、利用者のサ

ービス提供上必要と認められる場合は、２人とすることがで

きる。 

(2) 一の居室の面積は、収納設備等を除き、7.43平方メートル

以上とすること。 

９ サテライト型住居の基準は、次のとおりとする。 

(1) 入居定員を１人とすること。 

(2)  日常生活を営む上で必要な設備を設けること。 

(3)  居室の面積は、収納設備等を除き、7.43平方メートル以上

とすること。 

第14章第４節中第 199 条の前に次の５条を加える。 

（入退居） 

第 198 条の２ 指定共同生活援助は、共同生活住居への入居を必

要とする利用者（入院治療を要する者を除く。）に提供するも

のとする。 

２ 指定共同生活援助事業者は、利用申込者の入居に際しては、

その心身の状況、生活歴、病歴等の把握に努めなければならな

い。 

３ 指定共同生活援助事業者は、利用者の退居に際しては、利用

者の希望を踏まえた上で、退居後の生活環境及び援助の継続性

に配慮し、退居に必要な援助を行わなければならない。 
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４ 指定共同生活援助事業者は、利用者の退居に際しては、利用

者に対し、適切な援助を行うとともに、保健医療サービス又は

福祉サービスを提供する者との密接な連携に努めなければなら

ない。 

（入退居の記録の記載等） 

第 198 条の３ 指定共同生活援助事業者は、入居又は退居に際し

ては、当該指定共同生活援助事業者の名称、入居又は退居の年

月日その他の必要な事項（次項において「受給者証記載事項」

という。）を支給決定障害者の受給者証に記載しなければなら

ない。 

２ 指定共同生活援助事業者は、受給者証記載事項その他の必要

な事項を市町村に対し遅滞なく報告しなければならない。 

（利用者負担額等の受領） 

第 198 条の４ 指定共同生活援助事業者は、指定共同生活援助を

提供した際は、支給決定障害者から当該指定共同生活援助に係

る利用者負担額の支払を受けるものとする。 

２ 指定共同生活援助事業者は、法定代理受領を行わない指定共

同生活援助を提供した際は、支給決定障害者から当該指定共同

生活援助に係る指定障害福祉サービス等費用基準額の支払を受

けるものとする。 

３ 指定共同生活援助事業者は、前２項の支払を受ける額のほか

、指定共同生活援助において提供される便宜に要する費用のう

ち、次に掲げる費用の額の支払を支給決定障害者から受けるこ

とができる。 

(1) 食材料費 
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(2) 家賃（法第34条第１項の規定により特定障害者特別給付費

が利用者に支給された場合（同条第２項において準用する法

第29条第４項の規定により特定障害者特別給付費が利用者に

代わり当該指定共同生活援助事業者に支払われた場合に限る

。）は、当該利用者に係る家賃の月額から法第34条第２項に

おいて準用する法第29条第５項の規定により当該利用者に支

給があったものとみなされた特定障害者特別給付費の額を控

除した額を限度とする。） 

(3) 光熱水費 

(4) 日用品費 

(5) 前各号に掲げるもののほか、指定共同生活援助において提

供される便宜に要する費用のうち、日常生活においても通常

必要となるものに係る費用であって、支給決定障害者に負担

させることが適当と認められるもの 

４ 指定共同生活援助事業者は、前３項の規定による費用の額の

支払を受けた場合は、当該費用に係る領収証を当該費用の額を

支払った支給決定障害者に対し交付しなければならない。 

５ 指定共同生活援助事業者は、第３項の規定による費用に係る

サービスの提供に当たっては、あらかじめ、支給決定障害者に

対し、当該サービスの内容及び費用について説明を行い、当該

支給決定障害者の同意を得なければならない。 

（指定共同生活援助の取扱方針） 

第 198 条の５ 指定共同生活援助事業者は、第 201 条において読

み替えて準用する第60条第１項の共同生活援助計画（次項にお

いて「共同生活援助計画」という。）に基づき、利用者が地域
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において日常生活を営むことができるよう、当該利用者の身体

及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じてその支援

を適切に行うとともに、指定共同生活援助の提供が漫然かつ画

一的なものとならないよう配慮しなければならない。 

２ 指定共同生活援助事業者は、入居前の体験的な利用を希望す

る者に対して指定共同生活援助の提供を行う場合には、共同生

活援助計画に基づき、その者が継続した指定共同生活援助の利

用に円滑に移行できるよう配慮するとともに、継続して入居し

ている他の利用者の処遇に支障がないようにしなければならな

い。 

３ 指定共同生活援助事業所の従業者は、指定共同生活援助の提

供に当たっては、利用者又はその家族に対し、支援上必要な事

項について理解しやすいように説明を行わなければならない。 

４ 指定共同生活援助事業者は、その提供する指定共同生活援助

の質の評価を行い、常にその改善を図らなければならない。 

（サービス管理責任者の責務） 

第 198 条の６ サービス管理責任者は、第 201 条において準用す

る第60条に規定する業務のほか、次に掲げる業務を行うものと

する。 

(1) 利用申込者の利用に際し、その利用者に係る指定障害福祉

サービス事業者等に対する照会等により、当該利用者の身体

及び精神の状況、当該指定共同生活援助事業所以外における

指定障害福祉サービス等の利用状況等を把握すること。 

(2) 利用者の身体及び精神の状況、その置かれている環境等に

照らし、利用者が自立した日常生活を営むことができるよう
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定期的に検討するとともに、自立した日常生活を営むことが

できると認められる利用者に対し、必要な支援を行うこと。 

(3) 利用者が自立した社会生活を営むことができるよう、指定

生活介護事業所等との連絡調整を行うこと。 

(4) 他の従業者に対する技術指導及び助言を行うこと。 

第 199 条の見出しを「（介護及び家事等）」に改め、同条第２

項中「による」の次に「介護又は」を加え、同項を同条第３項と

し、同条中第１項を第２項とし、同項の前に次の１項を加える。 

介護は、利用者の身体及び精神の状況に応じ、利用者の自立

の支援及び日常生活の充実に資するよう、適切な技術をもって

行わなければならない。 

第 199 条の次に次の２条を加える。 

（社会生活上の便宜の供与等） 

第 199 条の２ 指定共同生活援助事業者は、利用者について指定

生活介護事業所等との連絡調整、余暇活動の支援等に努めなけ

ればならない。 

２ 指定共同生活援助事業者は、利用者が日常生活を営む上で必

要な行政機関に対する手続等について当該利用者又はその家族

が行うことが困難である場合は、当該利用者の同意を得て代わ

って行わなければならない。 

３ 指定共同生活援助事業者は、常に利用者の家族との連携を図

るとともに、利用者とその家族との交流等の機会を確保するよ

う努めなければならない。 

（運営規程） 

第 199 条の３ 指定共同生活援助事業者は、指定共同生活援助事
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業所ごとに次に掲げる事業の運営についての重要事項に関する

運営規程を定めておかなければならない。 

(1) 事業の目的及び運営の方針 

(2) 従業者の職種、員数及び職務の内容 

(3) 入居定員 

(4) 指定共同生活援助の内容並びに支給決定障害者から受領す

る費用の種類及びその額 

(5) 入居に当たっての留意事項 

(6) 緊急時等における対応方法 

(7) 非常災害の対策 

(8) 事業の主たる対象とする障害の種類を定めた場合には、当

該障害の種類 

(9) 虐待の防止のための措置に関する事項 

(10) その他運営に関する重要事項 

第 200 条第３項に次のただし書を加える。 

ただし、当該指定共同生活援助事業者が業務の管理及び指揮

命令を確実に行うことができる場合は、この限りでない。 

第 200 条中第４項を第５項とし、第３項の次に次の１項を加え

る。 

 ４ 指定共同生活援助事業者は、前項ただし書の規定により指定

共同生活援助に係る生活支援員の業務の全部又は一部を委託に

より他の事業者に行わせる場合にあっては、当該事業者の業務

の実施状況について定期的に確認し、その結果等を記録しなけ

ればならない。 

  第 200 条の次に次の３条を加える。 
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（支援体制の確保） 

第 200 条の２ 指定共同生活援助事業者は、利用者の身体及び精

神の状況に応じた必要な支援を行うことができるよう、他の障

害福祉サービス事業を行う者その他の関係機関との連携その他

の適切な支援体制を確保しなければならない。 

（定員の遵守） 

第 200 条の３ 指定共同生活援助事業者は、共同生活住居及びユ

ニットの入居定員並びに居室の定員を超えて入居させてはなら

ない。ただし、災害、虐待その他のやむを得ない事情がある場

合は、この限りでない。 

（協力医療機関等） 

第 200 条の４ 指定共同生活援助事業者は、利用者の病状の急変

等に備えるため、あらかじめ協力医療機関を定めておかなけれ

ばならない。 

２ 指定共同生活援助事業者は、あらかじめ協力歯科医療機関を

定めておくよう努めなければならない。 

  第 201 条中「、第 128 条から第 133 条まで、第 135 条、第 136

条及び第 138 条から第 140 条まで」を「及び第 157 条の２」に、

「第 201 条において準用する第 136 条」を「第 199 条の３」に、

「第 201 条において準用する第 130 条第１項」を「第 198 条の４

第１項」に、「第 201 条において準用する第 130 条第２項」を「

第 198 条の４第２項」に、「第 201 条において準用する第 140 条

第１項」を「第 200 条の４第１項」に、「第 132 条第１項中「第

141 条」とあるのは「第 201 条」と、「共同生活介護計画」とあ

るのは「共同生活援助計画」と、同条第２項中「共同生活介護計
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画」とあるのは「共同生活援助計画」と、第 133 条中「第 141 条

」とあるのは「第 201 条」と、同条第３号中「指定生活介護事業

所等」とあるのは「指定自立訓練（生活訓練）事業所等」と、第

135 条第１項中「指定生活介護事業所等」とあるのは「指定自立

訓練（生活訓練）事業所等」を「第 157 条の２第１項中「支給決

定障害者（指定宿泊型自立訓練を受ける者及び省令の規定により

厚生労働大臣が定める者に限る。）」とあるのは「支給決定障害

者（入居前の体験的な指定共同生活援助を受けている者を除く。 

）」と、同条第２項中「支給決定障害者（指定宿泊型自立訓練を

受ける者及び省令の規定により厚生労働大臣が定める者を除く。 

）」とあるのは「支給決定障害者（入居前の体験的な指定共同生

活援助を受けている者に限る。）」に改める。 

 第14章に次の１節を加える。 

第５節 外部サービス利用型指定共同生活援助の事業の

基本方針並びに人員、設備及び運営に関する基

準 

第１款 この節の趣旨及び基本方針 

（この節の趣旨） 

第 201 条の２ 第１節から前節までの規定にかかわらず、外部サ

ービス利用型指定共同生活援助（指定共同生活援助であって、

当該指定共同生活援助に係る指定共同生活援助事業所の従業者

により行われる外部サービス利用型共同生活援助計画（第 201

条の12において読み替えて準用する第60条の外部サービス利用

型共同生活援助計画をいう。以下同じ。）の作成、相談その他

の日常生活上の援助（第 201 条の４第１項において「基本サー
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ビス」という。）及び当該指定共同生活援助に係る指定共同生

活援助事業者が委託する指定居宅介護事業者（以下「受託居宅

介護サービス事業者」という。）により、当該外部サービス利

用型共同生活援助計画に基づき行われる入浴、排せつ、食事の

介護その他の日常生活上の援助（以下「受託居宅介護サービス

」という。）をいう。以下同じ。）の事業を行うものの基本方

針並びに人員、設備及び運営に関する基準については、この節

に定めるところによる。 

（基本方針） 

第 201 条の３ 外部サービス利用型指定共同生活援助の事業は、

外部サービス利用型共同生活援助計画に基づき、受託居宅介護

サービス事業者による受託居宅介護サービスを適切かつ円滑に

提供することにより、利用者が地域において共同して自立した

日常生活又は社会生活を営むことができるよう、当該利用者の

身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて共同

生活住居において相談、入浴、排せつ又は食事の介護その他の

日常生活上の援助を適切かつ効果的に行うものでなければなら

ない。 

第２款 人員に関する基準 

（従業者の員数） 

第 201 条の４ 外部サービス利用型指定共同生活援助の事業を行

う者（以下「外部サービス利用型指定共同生活援助事業者」と

いう。）が当該事業を行う事業所（以下「外部サービス利用型

指定共同生活援助事業所」という。）に置くべき基本サービス

を提供する従業者及びその員数は、次のとおりとする。 
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(1) 世話人 外部サービス利用型指定共同生活援助事業所ごと

に常勤換算方法で利用者の数を６で除した数以上 

(2) サービス管理責任者 外部サービス利用型指定共同生活援

助事業所ごとに、ア又はイに掲げる利用者の数の区分に応じ

、それぞれア又はイに掲げる数 

ア 利用者の数が30人以下 １人以上 

イ 利用者の数が31人以上 １に、利用者の数が30を超えて

30又はその端数を増すごとに１を加えて得た数以上 

２ 前項の利用者の数は、前年度の平均値とする。ただし、新規

に指定を受ける場合は、推定数による。 

３ 第１項に規定する外部サービス利用型指定共同生活援助事業

所の従業者は、専ら当該外部サービス利用型指定共同生活援助

事業所の職務に従事する者でなければならない。ただし、利用

者の支援に支障がない場合は、この限りでない。 

（準用） 

第 201 条の５ 第 197 条の規定は、外部サービス利用型指定共同

生活援助の事業について準用する。 

第３款 設備に関する基準 

（準用） 

第 201 条の６ 第 198 条の規定は、外部サービス利用型指定共同

生活援助の事業について準用する。 

第４款 運営に関する基準 

（内容及び手続の説明及び同意） 

第 201 条の７ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、

支給決定障害者等が外部サービス利用型指定共同生活援助の利
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用の申込みを行ったときは、その利用者に係る障害の特性に応

じた適切な配慮をしつつ、利用申込者に対し、第 201 条の９の

運営規程の概要、従業者の勤務体制、外部サービス利用型指定

共同生活援助事業者及び受託居宅介護サービス事業者の業務の

分担の内容、受託居宅介護サービス事業者及び受託居宅介護サ

ービス事業者が受託居宅介護サービスの事業を行う事業所（以

下「受託居宅介護サービス事業所」という。）の名称その他の

利用申込者のサービスの選択に資すると認められる重要事項を

記した文書を交付して説明を行い、当該外部サービス利用型指

定共同生活援助の提供の開始について当該利用申込者の同意を

得なければならない。 

２ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、社会福祉法

第77条の規定に基づき書面の交付を行う場合は、利用者の障害

の特性に応じた適切な配慮をしなければならない。 

（受託居宅介護サービスの提供） 

第 201 条の８ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、

外部サービス利用型共同生活援助計画に基づき、受託居宅介護

サービス事業者により、適切かつ円滑に受託居宅介護サービス

が提供されるよう、必要な措置を講じなければならない。 

２ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、受託居宅介

護サービス事業者が受託居宅介護サービスを提供した場合にあ

っては、提供した日時、時間、具体的なサービスの内容等を文

書により報告させなければならない。 

（運営規程） 

第 201 条の９ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、
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外部サービス利用型指定共同生活援助事業所ごとに次に掲げる

事業の運営についての重要事項に関する運営規程を定めておか

なければならない。 

(1) 事業の目的及び運営の方針 

(2) 従業者の職種、員数及び職務の内容 

(3) 入居定員 

(4) 外部サービス利用型指定共同生活援助の内容並びに支給決

 定障害者から受領する費用の種類及びその額 

(5) 受託居宅介護サービス事業者及び受託居宅介護サービス事

 業所の名称及び所在地 

(6) 入居に当たっての留意事項 

(7) 緊急時等における対応方法 

(8) 非常災害の対策 

(9) 事業の主たる対象とする障害の種類を定めた場合には、当

該障害の種類 

(10) 虐待の防止のための措置に関する事項 

(11) その他運営に関する重要事項 

（受託居宅介護サービス事業者への委託） 

第 201 条の10 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者が、

受託居宅介護サービスの提供に関する業務を委託する契約を締

結するときは、受託居宅介護サービス事業所ごとに文書により

行わなければならない。 

２ 受託居宅介護サービス事業者は、指定居宅介護事業者でなけ

ればならない。 

３ 受託居宅介護サービス事業者が提供する受託居宅介護サービ



市第139号 

66 

スの種類は、指定居宅介護とする。 

４ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、事業の開始

に当たっては、あらかじめ、指定居宅介護事業者と、第１項に

規定する方法によりこれらの提供に関する業務を委託する契約

を締結するものとする。 

５ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、受託居宅介

護サービス事業者に、業務について必要な管理及び指揮命令を

行うものとする。 

６ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、受託居宅介

護サービスに係る業務の実施状況について定期的に確認し、そ

の結果等を記録しなければならない。 

（勤務体制の確保等） 

第 201 条の11 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、

利用者に対し、適切な外部サービス利用型指定共同生活援助を

提供できるよう、外部サービス利用型指定共同生活援助事業所

ごとに従業者の勤務の体制を定めておかなければならない。 

２ 前項の従業者の勤務の体制を定めるに当たっては、利用者が

安心して日常生活を送ることができるよう、継続性を重視した

外部サービス利用型指定共同生活援助の提供に配慮しなければ

ならない。 

３ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、外部サービ

ス利用型指定共同生活援助事業所ごとに当該外部サービス利用

型指定共同生活援助事業所又は受託居宅介護サービス事業所の

従業者によって外部サービス利用型指定共同生活援助を提供し

なければならない。 
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４ 外部サービス利用型指定共同生活援助事業者は、従業者の資

質の向上のために、その研修の機会を確保しなければならない

。 

（準用） 

第 201 条の12 第12条、第13条、第15条から第18条まで、第21条

、第24条、第29条、第37条から第42条まで、第55条、第60条、

第62条、第68条、第72条、第75条から第77条まで、第90条、第

92条、第94条、第 157 条の２、第 198 条の２から第 199 条の２

まで及び第 200 条の２から第 200 条の４までの規定は、外部サ

ービス利用型指定共同生活援助の事業について準用する。この

場合において、第16条中「介護給付費」とあるのは「訓練等給

付費」と、第21条第２項ただし書中「次条第１項」とあるのは

「第 201 条の12において準用する第 198 条の４第１項」と、第

24条第１項中「介護給付費」とあるのは「訓練等給付費」と、

同条第２項中「第22条第２項」とあるのは「第 201 条の12にお

いて準用する第 198 条の４第２項」と、第60条（第３項及び第

９項を除く。）中「療養介護計画」とあるのは「外部サービス

利用型共同生活援助計画」と、第77条第２項第１号中「療養介

護計画」とあるのは「外部サービス利用型共同生活援助計画」

と、同項第３号中「第67条」とあるのは「第 201 条の12におい

て準用する第90条」と、同項第５号及び第６号中「次条」とあ

るのは「第 201 条の12」と、第90条第２号中「介護給付費又は

特例介護給付費」とあるのは「訓練等給付費又は特例訓練等給

付費」と、第94条中「運営規程」とあるのは「第 201 条の９の

運営規程」と、「前条の協力医療機関」とあるのは「第 201 条
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の12において準用する第 200 条の４第１項の協力医療機関及び

第 201 条の12において準用する第 200 条の４第２項の協力歯科

医療機関」と、第 157 条の２第１項中「支給決定障害者（指定

宿泊型自立訓練を受ける者及び省令の規定により厚生労働大臣

が定める者に限る。）」とあるのは「支給決定障害者（入居前

の体験的な外部サービス利用型指定共同生活援助を受けている

者を除く。）」と、同条第２項中「支給決定障害者（指定宿泊

型自立訓練を受ける者及び省令の規定により厚生労働大臣が定

める者を除く。）」とあるのは「支給決定障害者（入居前の体

験的な外部サービス利用型指定共同生活援助を受けている者に

限る。）」と、第 198 条の５第１項中「第 201 条において読み

替えて準用する第60条第１項の共同生活援助計画（次項におい

て「共同生活援助計画」という。）」とあるのは「外部サービ

ス利用型共同生活援助計画」と、同条第２項中「共同生活援助

計画」とあるのは「外部サービス利用型共同生活援助計画」と

、第 198 条の６第１項中「第 201 条」とあるのは「第 201 条の

12」と、第 199 条第３項中「当該指定共同生活援助事業所の従

業者」とあるのは「当該外部サービス利用型指定共同生活援助

事業所及び受託居宅介護サービス事業所の従業者」と読み替え

るものとする。 

第16章を次のように改める。 

第16章 削除 

第 204 条及び第 205 条 削除 

附則第２項第１号中「平均障害程度区分」を「平均障害支援区

分」に改める。 
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附則第４項中「指定共同生活援助事業者」の次に「又は外部サ

ービス利用型指定共同生活援助事業者（以下「指定共同生活援助

事業者等」という。）」を加え、「第 127 条第１項（第 198 条」

を「第 198 条第１項（第 201 条の６」に、「指定共同生活介護の

事業等」を「指定共同生活援助の事業又は外部サービス利用型指

定共同生活援助の事業（以下「指定共同生活援助の事業等」とい

う。）」に改める。 

附則第５項中「指定共同生活援助事業者」を「指定共同生活援

助事業者等」に、「指定共同生活介護」を「指定共同生活援助」

に、「第 127 条第６項及び第７項」を「第 198 条第７項及び第８

項」に、「第 198 条」を「第 201 条の６」に改める。 

附則第６項の前の見出し中「指定共同生活介護事業所」を「指

定共同生活援助事業所」に改め、同項中「指定共同生活介護事業

所」を「指定共同生活援助事業所」に、「第２条第４号」を「第

１条第５号」に、「同条第５号」を「同条第６号」に、「同条第

６号」を「同条第７号」に、「当該指定共同生活介護事業所」を

「当該指定共同生活援助事業所」に、「第 134 条第３項」を「第

199 条第３項」に改める。 

附則第７項中「指定共同生活介護事業所」を「指定共同生活援

助事業所」に、「第２条第４号」を「第１条第５号」に、「同条

第５号」を「同条第６号」に、「同条第６号」を「同条第７号」

に、「当該指定共同生活介護事業所」を「当該指定共同生活援助

事業所」に、「第 134 条第３項」を「第 199 条第３項」に改める

。 

附則第８項中「指定共同生活介護事業所」を「指定共同生活援
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助事業所」に、「第 125 条第１項第２号イ」を「第 196 条第１項

第２号イ」に改める。 

附則第９項中「指定共同生活介護事業所」の次に「（横浜市議

会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等の一

部を改正する条例（平成 年 月横浜市条例第 号）第５条の規

定による改正前の横浜市指定障害福祉サービスの事業等の人員、

設備、運営等の基準に関する条例第 125 条第１項の指定共同生活

介護事業所をいう。）」を加え、「指定共同生活介護の」を「指

定共同生活援助の」に、「第 127 条（第 198 条」を「第 198 条（

第 201 条の６」に、「第 127 条第６項」を「第 198 条第７項」に

、「同条第７項第２号」を「同条第８項第２号」に改める。 

 （横浜市指定障害者支援施設等の人員、設備、運営等の基準に関

する条例の一部改正） 

第６条 横浜市指定障害者支援施設等の人員、設備、運営等の基準

に関する条例（平成24年12月横浜市条例第65号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  第５条第１項第１号ア（イ）ａ(a)中「平均障害程度区分」を「平均

障害支援区分」に、「障害程度区分の」を「障害支援区分の」に

改める。 

附則第２項第１号ア中「平均障害程度区分」を「平均障害支援

区分」に改める。 

 （横浜市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関する条

例の一部改正） 

第７条 横浜市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関す

る条例（平成24年12月横浜市条例第66号）の一部を次のように改
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正する。 

  第39条第１項第３号ア中「平均障害程度区分」を「平均障害支

援区分」に、「障害程度区分の」を「障害支援区分の」に改める

。 

  第59条第８項に次のただし書を加える。 

   ただし、宿泊型自立訓練を行う自立訓練（生活訓練）事業所

であって、利用者の支援に支障がない場合は、この限りでない

。 

  附則第２項第１号中「平均障害程度区分」を「平均障害支援区

分」に改める。 

 （横浜市障害者支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の一

部改正） 

第８条 横浜市障害者支援施設の設備及び運営の基準に関する条例

（平成24年12月横浜市条例第69号）の一部を次のように改正する

。 

第11条第１項第２号ア（イ）ａ(a)中「平均障害程度区分」を「平均

障害支援区分」に、「障害程度区分の」を「障害支援区分の」に

改める。 

附則第３項第２号ア中「平均障害程度区分」を「平均障害支援

区分」に改める。 

 （横浜市総合リハビリテーションセンター条例の一部改正） 

第９条 横浜市総合リハビリテーションセンター条例（昭和62年３

月横浜市条例第16号）の一部を次のように改正する。 

  第３条第１項第２号中「第５条第12項」を「第５条第11項」に

改め、同項第３号中「第５条第14項」を「第５条第13項」に改め
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る。 

  第９条第２号中「第５条第11項」を「第５条第10項」に、「同

条第13項」を「同条第12項」に改める。 

 （横浜市福祉授産所条例の一部改正） 

第10条 横浜市福祉授産所条例（昭和45年３月横浜市条例第２号）

の一部を次のように改正する。 

  第２条中「第５条第15項」を「第５条第14項」に改める。 

 （横浜市知的障害者生活介護型施設条例の一部改正） 

第11条 横浜市知的障害者生活介護型施設条例（平成15年３月横浜

市条例第16号）の一部を次のように改正する。 

  第２条第３項中「第５条第13項」を「第５条第12項」に改め、

同条第４項中「同条第11項」を「同条第10項」に改める。 

  第11条第１項中「第５条第27項」を「第５条第26項」に改める

。 

（横浜市精神障害者生活支援センター条例の一部改正） 

第12条 横浜市精神障害者生活支援センター条例（平成11年３月横

浜市条例第21号）の一部を次のように改正する。 

  第８条第１号中「第５条第17項」を「第５条第16項」に改める

。 

（横浜市総合保健医療センター条例の一部改正） 

第13条 横浜市総合保健医療センター条例（平成４年３月横浜市条

例第25号）の一部を次のように改正する。 

  第９条第２号の２中「同条第13項」を「同条第12項」に、「同

条第14項」を「同条第13項」に、「第５条第17項」を「第５条第

16項」に改める。 
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 （横浜市火災予防条例の一部改正） 

第14条 横浜市火災予防条例（昭和48年12月横浜市条例第70号）の

一部を次のように改正する。 

  第51条第１項第３号中「第５条第10項又は第16項」を「第５条

第15項」に改め、「共同生活介護又は」を削る。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成26年４月１日から施行する。 

 （横浜市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備、運営等の 

基準に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

２ この条例の施行の際現に第５条の規定による改正前の横浜市指

定障害福祉サービスの事業等の人員、設備、運営等の基準に関す

る条例（以下「旧指定障害福祉サービス基準条例」という。）第

124 条の指定共同生活介護の事業を行う事業所並びに旧指定障害

福祉サービス基準条例第 204 条の指定共同生活介護の事業等を行

う一体型指定共同生活介護事業所及び一体型指定共同生活援助事

業所については、第５条の規定による改正後の横浜市指定障害福

祉サービスの事業等の人員、設備、運営等の基準に関する条例（

以下「新指定障害福祉サービス基準条例」という。）第 195 条の

指定共同生活援助の事業を行う事業所とみなす。 

３ この条例の施行の際現に旧指定障害福祉サービス基準条例第19 

5 条の指定共同生活援助の事業を行う事業所（次項において「旧

指定共同生活援助事業所」という。）は、新指定障害福祉サービ

ス基準条例第 201 条の２の外部サービス利用型指定共同生活援助

の事業を行う事業所（附則第５項において「外部サービス利用型
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指定共同生活援助事業所」という。）とみなす。 

４ この条例の施行の日において現に存する旧指定共同生活援助事

業所について、新指定障害福祉サービス基準条例第 201 条の４の

規定を適用する場合においては、当分の間、同条第１項第１号中

「６」とあるのは、「10」とする。 

５ 附則第３項の規定により、外部サービス利用型指定共同生活援

助事業所とみなされたものについて、新指定障害福祉サービス基

準条例第 201 条の10第４項の規定を適用する場合においては、こ

の条例の施行後最初の指定の更新までの間は、同項中「事業の」

とあるのは、「受託居宅介護サービスの提供の」とする。 

 

   提 案 理 由 

 地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を

講ずるための関係法令の整備に伴い、関係規定の整備を図るため、

横浜市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

等の一部を改正する必要があるので提案する。 
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 参  考  

   横 浜 市 議 会 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 

関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

 （ 介 護 補 償 ） 

第 10 条 の ２  傷 病 補 償 年 金 又 は 障 害 補 償 年 金 を 受 け る 権 利 を 有 す る

者 が 、 当 該 傷 病 補 償 年 金 又 は 障 害 補 償 年 金 を 支 給 す べ き 事 由 と な

っ た 障 害 で あ っ て 規 則 で 定 め る 程 度 の も の に よ り 、 常 時 又 は 随 時

介 護 を 要 す る 状 態 に あ り 、 か つ 、 常 時 又 は 随 時 介 護 を 受 け て い る

場 合 に お い て は 、 介 護 補 償 と し て 、 当 該 介 護 を 受 け て い る 期 間 、

常 時 又 は 随 時 介 護 を 受 け る 場 合 に 通 常 要 す る 費 用 を 考 慮 し て 市 長

が 定 め る 金 額 を 支 給 す る 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る 場 合 に は 、 そ の 入

院 し 、 又 は 入 所 し て い る 期 間 に つ い て は 、 介 護 補 償 は 、 行 わ な い

。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

(2)  障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 

              第 ５ 条 第 11 項 
律 （ 平 成 17 年 法 律 第 123 号 ）       に 規 定 す る 障 害 者 支 
             第 ５ 条 第 12 項 

援 施 設 （ 次 号 に お い て 「 障 害 者 支 援 施 設 」 と い う 。） に 入 所 し

て い る 場 合 （ 同 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 生 活 介 護 （ 次 号 に お い て 「

生 活 介 護 」 と い う 。） を 受 け て い る 場 合 に 限 る 。）  

   （ 第 ３ 号 省 略 ） 

 

横 浜 市 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基

準 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 
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（ 利 益 供 与 等 の 禁 止 ） 

第 50 条  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 障 害 児 相 談 支 援 事 業 者 若 し く 

          第 ５ 条 第 16 項 
は 障 害 者 総 合 支 援 法       の 一 般 相 談 支 援 事 業 若 し く は 特 
         第 ５ 条 第 17 項 

定 相 談 支 援 事 業 を 行 う 者 （ 次 項 に お い て 「 障 害 児 相 談 支 援 事 業 者

等 」 と い う 。）、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス を 行 う 者 等 又 は そ の 従 業 者 に

対 し 、 障 害 児 又 は そ の 家 族 に 対 し て 当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者

を 紹 介 す る こ と の 対 償 と し て 、 金 品 そ の 他 の 財 産 上 の 利 益 を 供 与

し て は な ら な い 。 

   （ 第 ２ 項 省 略 ） 

 

横 浜 市 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基

準 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 利 益 供 与 等 の 禁 止 ） 

第 47 条  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 障 害 児 相 談 支 援 事 業 を 行 う 

              第 ５ 条 第 16 項 
者 若 し く は 障 害 者 総 合 支 援 法       の 一 般 相 談 支 援 事 業 若 
             第 ５ 条 第 17 項 

し く は 特 定 相 談 支 援 事 業 を 行 う 者 （ 次 項 に お い て 「 障 害 児 相 談 支

援 事 業 者 等 」 と い う 。）、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス を 行 う 者 等 又 は そ の

従 業 者 に 対 し 、 障 害 児 又 は そ の 家 族 に 対 し て 当 該 指 定 福 祉 型 障 害

児 入 所 施 設 を 紹 介 す る こ と の 対 償 と し て 、 金 品 そ の 他 の 財 産 上 の

利 益 を 供 与 し て は な ら な い 。 

   （ 第 ２ 項 省 略 ） 

 

横 浜 市 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す

る た め の 法 律 の 施 行 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ）  
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                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

 横 浜 市 障 害 支 援 区 分 認 定 審 査 会 
（               ） 

横 浜 市 障 害 程 度 区 分 認 定 審 査 会 

第 ３ 条  法 第 15 条 の 規 定 に 基 づ き 本 市 に 設 置 す る 介 護 給 付 費 等 の 支 

              横 浜 市 障 害 支 援 区 分 認 定 審 査 会 
給 に 関 す る 審 査 会 の 名 称 は 、               （ 以 
             横 浜 市 障 害 程 度 区 分 認 定 審 査 会 

下 「 審 査 会 」 と い う 。） と す る 。 

   （ 第 ２ 項 省 略 ） 

 

横 浜 市 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 

営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

目 次 

   （ 第 １ 章 か ら 第 ７ 章 ま で 省 略 ） 

   削 除     
第 ８ 章  

共 同 生 活 介 護 

               
第 １ 節  基 本 方 針 （ 第 124 条 ） 

                        
第 ２ 節  人 員 に 関 す る 基 準 （ 第 125 条 ・ 第 126 条 ） 

                   
第 ３ 節  設 備 に 関 す る 基 準 （ 第 127 条 ） 

                        
第 ４ 節  運 営 に 関 す る 基 準 （ 第 128 条 ― 第 141 条 ） 

（ 第 ９ 章 か ら 第 13 章 ま で 省 略 ） 

第 14 章  共 同 生 活 援 助 

（ 第 １ 節 か ら 第 ３ 節 ま で 省 略 ） 

             第 198 条 の ２          
第 ４ 節  運 営 に 関 す る 基 準 （       ― 第 201 条 ） 
             第 199 条             

第 ５ 節  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 の 基 本 方 
 

針 並 び に 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 
 

第 １ 款  こ の 節 の 趣 旨 及 び 基 本 方 針 （ 第 201 条 の ２ ・ 第 201  
 

条 の ３ ） 
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第 ２ 款  人 員 に 関 す る 基 準 （ 第 201 条 の ４ ・ 第 201 条 の ５ ） 
 

第 ３ 款  設 備 に 関 す る 基 準 （ 第 201 条 の ６ ） 
 

第 ４ 款  運 営 に 関 す る 基 準 （ 第 201 条 の ７ ― 第 201 条 の 12 ） 
 

 （ 第 15 章 省 略 ） 

     削 除                         
第 16 章   

一 体 型 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 等 に 関 す る 特 例 （ 第 204  

             
条 ・ 第 205 条 ） 

   （ 第 17 章 及 び 附 則 省 略 ） 

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 の 一 般 原 則 ） 

                           第 ９ 章 
第 ３ 条  指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 （ 第 ４ 章 、 第 ５ 章 及 び 

第 ８ 章 

か ら 第 14 章 ま で に 掲 げ る 事 業 を 行 う も の に 限 る 。） は 、 利 用 者 の

意 向 、 適 性 、 障 害 の 特 性 そ の 他 の 事 情 を 踏 ま え た 計 画 （ 以 下 「 個

別 支 援 計 画 」 と い う 。） を 作 成 し 、 こ れ に 基 づ き 利 用 者 に 対 し て

指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る と と も に 、 そ の 効 果 に つ い て 継

続 的 な 評 価 を 実 施 す る こ と そ の 他 の 措 置 を 講 ず る こ と に よ り 利 用

者 に 対 し て 適 切 か つ 効 果 的 に 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 し な け

れ ば な ら な い 。 

   （ 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

第 ５ 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  重 度 訪 問 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 は 、 重 度 の 肢 

      又 は 重 度 の 知 的 障 害 若 し く は 精 神 障 害 に よ り 行 動 上 著 
体 不 自 由 者 
     で あ っ て 

し い 困 難 を 有 す る 障 害 者 で あ っ て 、 
常 時 介 護 を 要 す る 利 用 者 が 居 

              

宅 に お い て 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ

う 、 当 該 利 用 者 の 身 体 そ の 他 の 状 況 及 び そ の 置 か れ て い る 環 境 に

応 じ て 、 入 浴 、 排 せ つ 及 び 食 事 等 の 介 護 、 調 理 、 洗 濯 及 び 掃 除 等

の 家 事 、 外 出 時 に お け る 移 動 中 の 介 護 並 び に 生 活 等 に 関 す る 相 談
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及 び 助 言 そ の 他 の 生 活 全 般 に わ た る 援 助 を 適 切 か つ 効 果 的 に 行 う

も の で な け れ ば な ら な い 。 

  （ 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 省 略 ） 

（ 従 業 者 の 員 数 ） 

                      、 第 201 条 の ２ 
第 ６ 条  指 定 居 宅 介 護 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 こ の 章 
                               

 及 び 第 201 条 の 10  
に お い て 「 指 定 居 宅 介 護 事 業 者 」 と い う 。） が 

 

当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 指 定 居 宅 介 護 事 業

所 」 と い う 。） ご と に 置 く べ き 従 業 者 （ 指 定 居 宅 介 護 の 提 供 に 当

た る 者 と し て 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る

た め の 法 律 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備

及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 18 年 厚 生 労 働 省 令 第 171 号 。 以 下 「

省 令 」 と い う 。） の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る も の を い う

。 以 下 こ の 節 及 び 第 ４ 節 に お い て 同 じ 。） の 員 数 は 、 常 勤 換 算 方

法 で 2.5 以 上 と す る 。 

  （ 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 

（ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 80 条  指 定 生 活 介 護 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 指 定

生 活 介 護 事 業 者 」 と い う 。） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指

定 生 活 介 護 事 業 所 」 と い う 。） に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は

、 次 の と お り と す る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

(2)  看 護 職 員 （ 保 健 師 又 は 看 護 師 若 し く は 准 看 護 師 を い う 。 以 下

こ の 章 、 第 ９ 章 、 第 10 章 及 び 附 則 第 ２ 項 に お い て 同 じ 。）、 理

学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 

ア  看 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 の 総
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数 は 、 指 定 生 活 介 護 の 単 位 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 （ア） か ら 

      平 均 障 害 支 援 区 分 
（ウ） ま で に 掲 げ る         （ 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 

平 均 障 害 程 度 区 分 

                 障 害 支 援 区 分 の 
働 大 臣 が 定 め る と こ ろ に よ り 算 定 し た        平 均 値 

障 害 程 度 区 分 の 

を い う 。 以 下 同 じ 。） に 応 じ 、 そ れ ぞ れ （ア） か ら （ウ） ま で に 掲 げ

る 数 と す る 。 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（ア）          が ４ 未 満  利 用 者 の 数 を ６ で 除 し た 数 

平 均 障 害 程 度 区 分 

以 上 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（イ）          が ４ 以 上 ５ 未 満  利 用 者 の 数 を ５ で 除 

平 均 障 害 程 度 区 分 

し た 数 以 上 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（ウ）          が ５ 以 上  利 用 者 の 数 を ３ で 除 し た 数 
  平 均 障 害 程 度 区 分 

以 上 

   （ イ か ら エ ま で 、 第 ３ 号 及 び 第 ２ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 省 略 ） 

（ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 100 条  法 第 ５ 条 第 ８ 項 に 規 定 す る 施 設 が 指 定 短 期 入 所 の 事 業 を

行 う 事 業 所 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 指 定 短 期 入 所 事 業 所 」 と い う

。） と し て 当 該 施 設 と 一 体 的 に 運 営 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 こ の 章 に

お い て 「 併 設 事 業 所 」 と い う 。） を 設 置 す る 場 合 に お い て 、 当 該

施 設 及 び 併 設 事 業 所 に 置 く べ き 従 業 者 の 総 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 場 合 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 数 と す る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

                        
(2)                      第 153 条 第 １ 項 
  第 125 条 第 １ 項 の 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 、 

の 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者 （ 規 則 第 25 条 第 ６ 号 の 宿 泊 

                 、 第 196 条 第 １ 項 の 指 定 
型 自 立 訓 練 の 事 業 を 行 う 者 に 限 る 。）           
                 又 は 第 196 条 第 １ 項 の 指 

共 同 生 活 援 助 事 業 者 又 は 第 201 条 の ４ 第 １ 項 の 外 部 サ ー ビ ス 利 
定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 

用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者              「 指 
（ ア 及 び 次 項 第 ２ 号 に お い て 

                          「 指 



市第139号 

81 

定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者 等 」 
                と い う 。） で あ る 当 該 施 設 
定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 等 」 

が 、 指 定 短 期 入 所 事 業 所 と し て 併 設 事 業 所 を 設 置 す る 場 合  ア

又 は イ に 掲 げ る 指 定 短 期 入 所 を 提 供 す る 時 間 帯 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ ア 又 は イ に 掲 げ る 数 

                           
ア  指 定 短 期 入 所 と 同 時 に               第 15  

第 124 条 の 指 定 共 同 生 活 介 護 、 

2 条 の 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） （ 規 則 第 25 条 第 ６ 号 の 宿 泊 

               、 第 195 条 の 指 定 共 同 生 活 
型 自 立 訓 練 に 係 る も の に 限 る 。）  

又 は 第 195 条 の 指 定 共 同 生 

   援 助 又 は 第 201 条 の ２ の 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 
活 援 助 

助             指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 等 
（ 次 項 第 ２ 号 ア に お い て 「              」 

         指 定 共 同 生 活 介 護 等 

                 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 
   と い う 。） を 提 供 す る 時 間 帯   

              指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 等 （ 

業 所 等 （ 当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者 等 
                      が 設 置 す る 
当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 等 

                            
当 該 指 定 に 係 る                      
       第 125 条 第 １ 項 の 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 、 

                       、 第 196  
第 153 条 第 １ 項 の 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 
                       又 は 第 19  

条 第 １ 項 の 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 第 201 条 の ４ 第 １ 項 
6 条 第 １ 項 の 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 

の 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 
                        を い う 。 以 下 

 

こ の 条 に お い て 同 じ 。） の 利 用 者 の 数 及 び 併 設 事 業 所 の 利 用 

       当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 等 
者 の 数 の 合 計 数 を                   の 
        当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 等 

                 当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 
利 用 者 の 数 と み な し た 場 合 に お い て 、 
                 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 

活 訓 練 ） 事 業 所 等 
           に お け る 生 活 支 援 員 又 は こ れ に 準 ず る 従 業 

事 業 所 等 

者 と し て 必 要 と さ れ る 数 以 上 

   （ イ 省 略 ） 

２  法 第 ５ 条 第 ８ 項 に 規 定 す る 施 設 が 、 そ の 施 設 の 全 部 又 は 一 部 が

指 定 短 期 入 所 の 利 用 者 以 外 の 利 用 者 に 利 用 さ れ て い な い 居 室 を 利

用 し て 指 定 短 期 入 所 の 事 業 を 行 う 場 合 に お い て 、 当 該 事 業 を 行 う

事 業 所 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 空 床 利 用 型 事 業 所 」 と い う 。） に
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置 く べ き 従 業 者 の 員 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 応 じ 、 当 該 各

号 に 掲 げ る 数 と す る 。 

      （ 第 １ 号 省 略 ） 

指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者 等 
(2)                  で あ る 当 該 施 設 が 、 指 定 

指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 等 

短 期 入 所 事 業 所 と し て 空 床 利 用 型 事 業 所 を 設 置 す る 場 合  ア 又

は イ に 掲 げ る 指 定 短 期 入 所 を 提 供 す る 時 間 帯 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ア 又 は イ に 掲 げ る 数 

            指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 等 
ア  指 定 短 期 入 所 と 同 時 に              を 提 供 

              指 定 共 同 生 活 介 護 等 

      指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 等 
す る 時 間 帯                  の 利 用 者 の 

指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 等 

                      当 該 指 定 自 
数 及 び 空 床 利 用 型 事 業 所 の 利 用 者 の 数 の 合 計 数 を 
                      当 該 指 定 共 

立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 等 
             の 利 用 者 の 数 と み な し た 場 合 に 
同 生 活 介 護 事 業 所 等 

    当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 等 
お い て 、                   に お け る 生 
    当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 等 

活 支 援 員 又 は こ れ に 準 ず る 従 業 者 と し て 必 要 と さ れ る 数 以 上 

   （ イ 省 略 ） 

３  併 設 事 業 所 又 は 空 床 利 用 型 事 業 所 以 外 の 指 定 短 期 入 所 事 業 所 （

以 下 こ の 章 に お い て 「 単 独 型 事 業 所 」 と い う 。） に 置 く べ き 生 活

支 援 員 の 員 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 掲 げ

る 数 と す る 。 

                               
(1)  指 定 生 活 介 護 事 業 所 
           、 第 125 条 第 １ 項 の 指 定 共 同 生 活 介 護 事 

   
、 第 143 条 第 １ 項 の 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 所 、 第 

業 所 

153 条 第 １ 項 の 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 、 第 163 条 第

１ 項 の 指 定 就 労 移 行 支 援 事 業 所 、 第 174 条 第 １ 項 の 指 定 就 労 継

続 支 援 Ａ 型 事 業 所 、 指 定 就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 事 業 所 （ 第 186 条 の

指 定 就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所

を い う 。 以 下 同 じ 。）、 第 196 条 第 １ 項 の 指 定 共 同 生 活 援 助 事 
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  、 第 201 条 の ４ 第 １ 項 の 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 
業 所 
   

援 助 事 業 所 
又 は 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 所 （ 児 童 福 祉 法 第 21 条 

      

の ５ の ３ 第 １ 項 の 指 定 通 所 支 援 の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事 業 を 行 

                 第 14 章 
う 事 業 所 を い う 。） （ 以 下 こ の 章 及 び    に お い て 「 指 定 生 

                第 ８ 章 

活 介 護 事 業 所 等 」 と い う 。） に お い て 指 定 短 期 入 所 の 事 業 を 行

う 場 合  ア 又 は イ に 掲 げ る 指 定 短 期 入 所 の 事 業 を 行 う 時 間 帯 に

応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 掲 げ る 数 

                       
ア  指 定 生 活 介 護               、 第 142 条 の 

          、 第 124 条 の 指 定 共 同 生 活 介 護 

指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ）、 第 152 条 の 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活

訓 練 ）、 第 162 条 の 指 定 就 労 移 行 支 援 、 第 173 条 の 指 定 就 労

継 続 支 援 Ａ 型 、 第 186 条 の 指 定 就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 、 第 195 条 

         、 第 201 条 の ２ の 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 
の 指 定 共 同 生 活 援 助 

 

定 共 同 生 活 援 助 
又 は 児 童 福 祉 法 第 21 条 の ５ の ３ 第 １ 項 の 指 定 

 

通 所 支 援 を 提 供 す る 時 間 帯  指 定 生 活 介 護 事 業 所 等 の 利 用 者

の 数 及 び 単 独 型 事 業 所 の 利 用 者 の 数 の 合 計 数 を 当 該 指 定 生 活

介 護 事 業 所 等 の 利 用 者 の 数 と み な し た 場 合 に お い て 、 当 該 指

定 生 活 介 護 事 業 所 等 に お け る 生 活 支 援 員 又 は こ れ に 準 ず る 従

業 者 と し て 必 要 と さ れ る 数 以 上 

   （ イ 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

（ 準 用 ） 

     第 52 条 
第 101 条     の 規 定 は 、 指 定 短 期 入 所 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 

    第 ７ 条 

 。 

（ 定 員 の 遵 守 ） 

第 109 条  指 定 短 期 入 所 事 業 者 は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 の 数 以 上 の 利

用 者 に 対 し て 同 時 に 指 定 短 期 入 所 を 提 供 し て は な ら な い 。 た だ し
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、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り

で な い 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

                               
(2)  空 床 利 用 型 事 業 所 に あ っ て は 、 当 該 施 設 の 利 用 定 員 （ 
                          第 125  

                    
                   第 196 条 第 １ 項 の 指 定 

条 第 １ 項 の 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 又 は 

          又 は 第 201 条 の ４ 第 １ 項 の 外 部 サ ー ビ ス 利 
 共 同 生 活 援 助 事 業 所 

 

用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所       共 同 生 活 援 助 を 行 う 
に あ っ て は 、 

                     共 同 生 活 住 居 （ 法 第 

  住 居 （ 以 下 「 共 同 生 活 住 居 」 と い う 。）      
及 び ユ ニ ッ ト 

 34 条 第 １ 項 の 共 同 生 活 住 居 を い う 。 以 下 同 じ 。）  

（ 居 室 及 び こ れ に 近 接 し て 設 け ら れ る 相 互 に 交 流 を 図 る こ と が

で き る 設 備 に よ り 一 体 的 に 構 成 さ れ る 場 所 を い う 。 以 下 同 じ 。

） の 入 居 定 員 ） 及 び 居 室 の 定 員 を 超 え る こ と と な る 利 用 者 の 数 

  （ 第 ３ 号 省 略 ） 

（ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 114 条  指 定 重 度 障 害 者 等 包 括 支 援 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 こ の 章

に お い て 「 指 定 重 度 障 害 者 等 包 括 支 援 事 業 者 」 と い う 。） は 、 当

該 指 定 重 度 障 害 者 等 包 括 支 援 事 業 者 が 指 定 を 受 け て い る 指 定 障 害 

                               
福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 （ 指 定 療 養 介 護 事 業 者 

及 び 第 196 条 第 １ 項 の 

            
を 除 く 。 第 117 条 に お い て 同 じ 。） 又 は 

指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 

指 定 障 害 者 支 援 施 設 の 人 員 に 関 す る 基 準 を 満 た さ な け れ ば な ら な

い 。 

  （ 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

（ 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 に 係 る 基 準 ） 

第 119 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

３  指 定 重 度 障 害 者 等 包 括 支 援 に お い て 提 供 す る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 

        共 同 生 活 援 助 
（ 短 期 入 所 及 び       に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 
       共 同 生 活 介 護 
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） を 自 ら 又 は 第 三 者 に 委 託 す る こ と に よ り 提 供 す る 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 指 定 重 度 障 害 者 等 包 括 支 援 事 業 所 又 は 当 該 委 託 を 受 け て

障 害 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 事 業 所 は 、 そ の 提 供 す る 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス ご と に 、 こ の 条 例 に 規 定 す る 基 準 を 満 た さ な け れ ば な ら な

い 。 

      削 除      
第 ８ 章         

共 同 生 活 介 護 

             
第 １ 節  基 本 方 針 

第 124 条 か ら 第 141 条 ま で  削 除 
 

                               
第 124 条  共 同 生 活 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス （ 以 下 「 指 定 

                              
共 同 生 活 介 護 」 と い う 。） の 事 業 は 、 利 用 者 が 地 域 に お い て 共 同 

                              
し て 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 当 

                              
該 利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 の 状 況 並 び に そ の 置 か れ て い る 環 境 に 応 

                              
じ て 共 同 生 活 住 居 に お い て 入 浴 、 排 せ つ 及 び 食 事 等 の 介 護 、 相 談 

                              
そ の 他 の 日 常 生 活 上 の 支 援 を 適 切 か つ 効 果 的 に 行 う も の で な け れ 

       
ば な ら な い 。 

                 
第 ２ 節  人 員 に 関 す る 基 準 

          
（ 従 業 者 の 員 数 ） 

                               
第 125 条  指 定 共 同 生 活 介 護 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 こ の 章 に お い て 

                              
「 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 」 と い う 。） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 

                              
（ 以 下 「 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 」 と い う 。） に 置 く べ き 従 業 者 

                  
及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 

                              
(1)  世 話 人  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 ご と に 常 勤 換 算 方 法 で 利 用 

              
者 の 数 を ６ で 除 し た 数 以 上 

                               
(2)  生 活 支 援 員  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 ご と に 常 勤 換 算 方 法 で 

                   
ア か ら エ ま で に 掲 げ る 数 の 合 計 数 以 上 
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ア  障 害 程 度 区 分 に 係 る 市 町 村 審 査 会 に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 

                            
準 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 18 年 厚 生 労 働 省 令 第 40 号 。 以 下 「 区 

                            
分 省 令 」 と い う 。） 第 ２ 条 第 ３ 号 の 区 分 ３ に 該 当 す る 利 用 者 

          
の 数 を ９ で 除 し た 数 

                             
イ  区 分 省 令 第 ２ 条 第 ４ 号 の 区 分 ４ に 該 当 す る 利 用 者 の 数 を ６ 

       
で 除 し た 数 

                               
ウ  区 分 省 令 第 ２ 条 第 ５ 号 の 区 分 ５ に 該 当 す る 利 用 者 の 数 を ４ 

       
で 除 し た 数 

                               
エ  区 分 省 令 第 ２ 条 第 ６ 号 の 区 分 ６ に 該 当 す る 利 用 者 の 数 を 2.  

        
5 で 除 し た 数 

                               
(3)  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 ご と に 、 ア 又 

                              
は イ に 掲 げ る 利 用 者 の 数 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 掲 

    
げ る 数 

                  
ア  利 用 者 の 数 が 30 人 以 下  １ 人 以 上 

                             
イ  利 用 者 の 数 が 31 人 以 上  １ に 、 利 用 者 の 数 が 30 を 超 え て 30  

                       
又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に １ を 加 え て 得 た 数 以 上 

                               
２  前 項 の 利 用 者 の 数 は 、 前 年 度 の 平 均 値 と す る 。 た だ し 、 新 規 に 

                   
指 定 を 受 け る 場 合 は 、 推 定 数 に よ る 。 

                               
３  第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 の 従 業 者 は 、 専 ら 当 

                               
該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 の 職 務 に 従 事 す る 者 で な け れ ば な ら な 

                               
い 。 た だ し 、 利 用 者 の 支 援 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 

  
。 

      
（ 管 理 者 ） 

                               
第 126 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 ご 

                               
と に 専 ら そ の 職 務 に 従 事 す る 常 勤 の 管 理 者 を 置 か な け れ ば な ら な 
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い 。 た だ し 、 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 の 管 理 上 支 障 が な い 場 合 は 

                              
、 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 の 他 の 職 務 に 従 事 さ せ 、 又 は 他 の 

                             
事 業 所 、 施 設 等 の 職 務 に 従 事 さ せ る こ と が で き る も の と す る 。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 の 管 理 者 は 、 適 切 な 指 定 共 同 生 活 介 護 

                               
を 提 供 す る た め に 必 要 な 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 で な け れ ば な ら 

    
な い 。 

                
第 ３ 節  設 備 に 関 す る 基 準 

      
（ 設 備 ） 

                               
第 127 条  指 定 共 同 生 活 介 護 に 係 る 共 同 生 活 住 居 は 、 住 宅 地 又 は こ 

                              
れ と 同 程 度 に 利 用 者 の 家 族 及 び 地 域 住 民 と の 交 流 の 機 会 が 確 保 さ 

                              
れ る 地 域 に あ り 、 か つ 、 入 所 に よ り 日 中 及 び 夜 間 を 通 し て サ ー ビ 

                              
ス を 提 供 す る 施 設 （ 以 下 「 入 所 施 設 」 と い う 。） 又 は 病 院 の 敷 地 

                  
外 に あ る よ う に し な け れ ば な ら な い 。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 は 、 １ 以 上 の 共 同 生 活 住 居 を 有 す る も 

                               
の と し 、 当 該 共 同 生 活 住 居 の 入 居 定 員 の 合 計 は 、 ４ 人 以 上 と す る 

  
。 

                               
３  共 同 生 活 住 居 の 配 置 、 構 造 及 び 設 備 は 、 利 用 者 の 特 性 に 応 じ て 

                   
工 夫 さ れ た も の で な け れ ば な ら な い 。 

                               
４  共 同 生 活 住 居 は 、 そ の 入 居 定 員 を ２ 人 以 上 10 人 以 下 と す る 。 た 

                               
だ し 、 既 存 の 建 物 を 共 同 生 活 住 居 と す る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 共 

                              
同 生 活 住 居 の 入 居 定 員 を ２ 人 以 上 20 人 （ 市 長 が 特 に 必 要 が あ る と 

                       
認 め る と き は 、 30 人 ） 以 下 と す る こ と が で き る 。 

                               
５  共 同 生 活 住 居 は 、 １ 以 上 の ユ ニ ッ ト を 有 す る ほ か 、 日 常 生 活 を 

                      
営 む 上 で 必 要 な 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い 。 

                          
６  ユ ニ ッ ト の 入 居 定 員 は 、 ２ 人 以 上 10 人 以 下 と す る 。 
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７  ユ ニ ッ ト の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。 

                              
(1)  一 の 居 室 の 定 員 は 、 １ 人 と す る こ と 。 た だ し 、 利 用 者 の サ ー 

                             
ビ ス 提 供 上 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 は 、 ２ 人 と す る こ と が で き る 

  
。 

                              
(2)  一 の 居 室 の 面 積 は 、 収 納 設 備 等 を 除 き 、 7.43 平 方 メ ー ト ル 以 

        
上 と す る こ と 。 

                 
第 ４ 節  運 営 に 関 す る 基 準 

      
（ 入 退 居 ） 

                               
第 128 条  指 定 共 同 生 活 介 護 は 、 共 同 生 活 住 居 へ の 入 居 を 必 要 と す 

                              
る 利 用 者 （ 入 院 治 療 を 要 す る 者 を 除 く 。） に 提 供 す る も の と す る 

  
。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 申 込 者 の 入 居 に 際 し て は 、 そ 

                               
の 心 身 の 状 況 、 生 活 歴 、 病 歴 等 の 把 握 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

                               
３  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 の 退 居 に 際 し て は 、 利 用 者 

                              
の 希 望 を 踏 ま え た 上 で 、 退 居 後 の 生 活 環 境 及 び 援 助 の 継 続 性 に 配 

                        
慮 し 、 退 居 に 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

                               
４  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 の 退 居 に 際 し て は 、 利 用 者 

                              
に 対 し 、 適 切 な 援 助 を 行 う と と も に 、 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 

                              
サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の 密 接 な 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

             
（ 入 退 居 の 記 録 の 記 載 等 ） 

                               
第 129 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 入 居 又 は 退 居 に 際 し て は 、 

                              
当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 の 名 称 、 入 居 又 は 退 居 の 年 月 日 そ の 

                              
他 の 必 要 な 事 項 （ 次 項 に お い て 「 受 給 者 証 記 載 事 項 」 と い う 。）  

                           
を 支 給 決 定 障 害 者 の 受 給 者 証 に 記 載 し な け れ ば な ら な い 。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 受 給 者 証 記 載 事 項 そ の 他 の 必 要 な 
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事 項 を 市 町 村 に 対 し 遅 滞 な く 報 告 し な け れ ば な ら な い 。 

              
（ 利 用 者 負 担 額 等 の 受 領 ） 

                               
第 130 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 介 護 を 提 供 し 

                              
た 際 は 、 支 給 決 定 障 害 者 か ら 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 に 係 る 利 用 者 

                 
負 担 額 の 支 払 を 受 け る も の と す る 。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 法 定 代 理 受 領 を 行 わ な い 指 定 共 同 

                               
生 活 介 護 を 提 供 し た 際 は 、 支 給 決 定 障 害 者 か ら 当 該 指 定 共 同 生 活 

                              
介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 費 用 基 準 額 の 支 払 を 受 け る も 

      
の と す る 。 

                               
３  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 前 ２ 項 の 支 払 を 受 け る 額 の ほ か 、 

                              
指 定 共 同 生 活 介 護 に お い て 提 供 さ れ る 便 宜 に 要 す る 費 用 の う ち 、 

                              
次 に 掲 げ る 費 用 の 額 の 支 払 を 支 給 決 定 障 害 者 か ら 受 け る こ と が で 

    
き る 。 

       
(1)  食 材 料 費 

                              
(2)  家 賃 （ 法 第 34 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 特 定 障 害 者 特 別 給 付 費 が 

                             
利 用 者 に 支 給 さ れ た 場 合 （ 同 条 第 ２ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 29  

                             
条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 特 定 障 害 者 特 別 給 付 費 が 利 用 者 に 代 わ り 

                             
当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 に 支 払 わ れ た 場 合 に 限 る 。） は 、 

                             
当 該 利 用 者 に 係 る 家 賃 の 月 額 か ら 法 第 34 条 第 ２ 項 に お い て 準 用 

                             
す る 法 第 29 条 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 当 該 利 用 者 に 支 給 が あ っ た も 

                             
の と み な さ れ た 特 定 障 害 者 特 別 給 付 費 の 額 を 控 除 し た 額 を 限 度 

      
と す る 。）  

       
(3)  光 熱 水 費 

       
(4)  日 用 品 費 

                              
(5)  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 指 定 共 同 生 活 介 護 に お い て 提 供 
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さ れ る 便 宜 に 要 す る 費 用 の う ち 、 日 常 生 活 に お い て も 通 常 必 要 

                             
と な る も の に 係 る 費 用 で あ っ て 、 支 給 決 定 障 害 者 に 負 担 さ せ る 

              
こ と が 適 当 と 認 め ら れ る も の 

                               
４  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 前 ３ 項 の 規 定 に よ る 費 用 の 額 の 支 

                              
払 を 受 け た 場 合 は 、 当 該 費 用 に 係 る 領 収 証 を 当 該 費 用 の 額 を 支 払 

                         
っ た 支 給 決 定 障 害 者 に 対 し 交 付 し な け れ ば な ら な い 。 

                               
５  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 費 用 に 係 る サ 

                              
ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 支 給 決 定 障 害 者 に 対 し 

                              
、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 費 用 に つ い て 説 明 を 行 い 、 支 給 決 定 障 

                 
害 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 

              
（ 利 用 者 負 担 額 に 係 る 管 理 ） 

                               
第 131 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 支 給 決 定 障 害 者 （ 入 居 前 の 

                              
体 験 的 な 指 定 共 同 生 活 介 護 を 受 け て い る 者 を 除 く 。） が 同 一 の 月 

                              
に 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 が 提 供 す る 指 定 共 同 生 活 介 護 及 び 

                              
他 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 等 が 提 供 す る 指 定 障 害 福 祉 サ ー 

                              
ビ ス 等 を 受 け た と き は 、 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 及 び 他 の 指 定 障 害 

                              
福 祉 サ ー ビ ス 等 に 係 る 利 用 者 負 担 額 合 計 額 を 算 定 し な け れ ば な ら 

                              
な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 

                              
者 負 担 額 合 計 額 を 市 町 村 に 報 告 す る と と も に 、 当 該 支 給 決 定 障 害 

                              
者 及 び 他 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 提 供 し た 指 定 障 害 福 祉 サ ー 

                    
ビ ス 事 業 者 等 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 支 給 決 定 障 害 者 （ 入 居 前 の 体 験 的 

                              
な 指 定 共 同 生 活 介 護 を 受 け て い る 者 に 限 る 。） が 同 一 の 月 に 当 該 

                              
指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 が 提 供 す る 指 定 共 同 生 活 介 護 及 び 他 の 指 

                              
定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 等 が 提 供 す る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 
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を 受 け た 場 合 に お い て 、 当 該 支 給 決 定 障 害 者 か ら 依 頼 が あ っ た と 

                              
き は 、 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 及 び 他 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 に 

                              
係 る 利 用 者 負 担 額 合 計 額 を 算 定 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に 

                              
お い て 、 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 負 担 額 合 計 額 を 

                              
市 町 村 に 報 告 す る と と も に 、 当 該 支 給 決 定 障 害 者 及 び 他 の 指 定 障 

                              
害 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 提 供 し た 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 等 に 通 

            
知 し な け れ ば な ら な い 。 

                
（ 指 定 共 同 生 活 介 護 の 取 扱 方 針 ） 

                               
第 132 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 第 141 条 に お い て 準 用 す る 

                              
第 60 条 第 １ 項 の 共 同 生 活 介 護 計 画 （ 次 項 に お い て 「 共 同 生 活 介 護 

                              
計 画 」 と い う 。） に 基 づ き 、 利 用 者 が 地 域 に お い て 日 常 生 活 を 営 

                              
む こ と が で き る よ う 、 当 該 利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 の 状 況 並 び に そ 

                              
の 置 か れ て い る 環 境 に 応 じ て そ の 支 援 を 適 切 に 行 う と と も に 、 指 

                              
定 共 同 生 活 介 護 の 提 供 が 漫 然 か つ 画 一 的 な も の と な ら な い よ う 配 

            
慮 し な け れ ば な ら な い 。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 入 居 前 の 体 験 的 な 利 用 を 希 望 す る 

                              
者 に 対 し て 指 定 共 同 生 活 介 護 の 提 供 を 行 う 場 合 に は 、 共 同 生 活 介 

                              
護 計 画 に 基 づ き 、 そ の 者 が 継 続 し た 指 定 共 同 生 活 介 護 の 利 用 に 円 

                              
滑 に 移 行 で き る よ う 配 慮 す る と と も に 、 継 続 し て 入 居 し て い る 他 

                           
の 利 用 者 の 処 遇 に 支 障 が な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。 

                               
３  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 の 従 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 介 護 の 提 供 

                              
に 当 た っ て は 、 利 用 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 支 援 上 必 要 な 事 項 に 

                           
つ い て 理 解 し や す い よ う に 説 明 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

                               
４  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 そ の 提 供 す る 指 定 共 同 生 活 介 護 の 

                           
質 の 評 価 を 行 い 、 常 に そ の 改 善 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。 
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（ サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 の 責 務 ） 

                               
第 133 条  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 第 141 条 に お い て 準 用 す る 第 60  

                             
条 に 規 定 す る 業 務 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う も の と す る 。 

                              
(1)  利 用 申 込 者 の 利 用 に 際 し 、 そ の 利 用 者 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ 

                             
ー ビ ス 事 業 者 等 に 対 す る 照 会 等 に よ り 、 当 該 利 用 者 の 身 体 及 び 

                             
精 神 の 状 況 、 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 以 外 に お け る 指 定 障 

                       
害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 を 把 握 す る こ と 。 

                              
(2)  利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 の 状 況 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 照 

                             
ら し 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 定 期 

                             
的 に 検 討 す る と と も に 、 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る 

                         
と 認 め ら れ る 利 用 者 に 対 し 、 必 要 な 支 援 を 行 う こ と 。 

                              
(3)  利 用 者 が 自 立 し た 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 指 定 生 

                    
活 介 護 事 業 所 等 と の 連 絡 調 整 を 行 う こ と 。 

                          
(4)  他 の 従 業 者 に 対 す る 技 術 指 導 及 び 助 言 を 行 う こ と 。 

          
（ 介 護 及 び 家 事 等 ） 

                               
第 134 条  介 護 は 、 利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 の 状 況 に 応 じ 、 利 用 者 の 

                              
自 立 の 支 援 及 び 日 常 生 活 の 充 実 に 資 す る よ う 、 適 切 な 技 術 を も っ 

             
て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

                               
２  調 理 、 洗 濯 そ の 他 の 家 事 等 は 、 原 則 と し て 利 用 者 及 び 従 業 者 が 

                   
共 同 で 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

                               
３  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 し て 、 当 該 利 用 者 の 負 

                              
担 に よ り 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 の 従 業 者 以 外 の 者 に よ る 介 

                   
護 又 は 家 事 等 を 受 け さ せ て は な ら な い 。 

               
（ 社 会 生 活 上 の 便 宜 の 供 与 等 ） 

                               
第 135 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に つ い て 指 定 生 活 介 



市第139号 

93 

                              
護 事 業 所 等 と の 連 絡 調 整 、 余 暇 活 動 の 支 援 等 に 努 め な け れ ば な ら 

    
な い 。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 が 日 常 生 活 を 営 む 上 で 必 要 

                              
な 行 政 機 関 に 対 す る 手 続 等 に つ い て 当 該 利 用 者 又 は そ の 家 族 が 行 

                              
う こ と が 困 難 で あ る 場 合 は 、 当 該 利 用 者 の 同 意 を 得 て 代 わ っ て 行 

           
わ な け れ ば な ら な い 。 

                               
３  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 常 に 利 用 者 の 家 族 と の 連 携 を 図 る 

                              
と と も に 、 利 用 者 と そ の 家 族 と の 交 流 等 の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 

           
め な け れ ば な ら な い 。 

       
（ 運 営 規 程 ） 

                               
第 136 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 ご 

                              
と に 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 運 営 規 程 

                
を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。 

               
(1)  事 業 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針 

                   
(2)  従 業 者 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容 

       
(3)  入 居 定 員 

                              
(4)  指 定 共 同 生 活 介 護 の 内 容 並 び に 支 給 決 定 障 害 者 か ら 受 領 す る 

           
費 用 の 種 類 及 び そ の 額 

               
(5)  入 居 に 当 た っ て の 留 意 事 項 

               
(6)  緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法 

          
(7)  非 常 災 害 の 対 策 

                              
(8)  事 業 の 主 た る 対 象 と す る 障 害 の 種 類 を 定 め た 場 合 に は 、 当 該 

      
障 害 の 種 類 

                    
(9)  虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項 

                
(10)  そ の 他 運 営 に 関 す る 重 要 事 項 
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（ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ） 

                               
第 137 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 し 、 適 切 な 指 定 

                              
共 同 生 活 介 護 を 提 供 で き る よ う 、 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 ご と に 

                         
従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。 

                               
２  前 項 の 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め る に 当 た っ て は 、 利 用 者 が 安 

                              
心 し て 日 常 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、 継 続 性 を 重 視 し た 指 定 

                       
共 同 生 活 介 護 の 提 供 に 配 慮 し な け れ ば な ら な い 。 

                               
３  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 ご と に 当 

                              
該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 の 従 業 者 に よ っ て 指 定 共 同 生 活 介 護 を 

                              
提 供 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 

                              
が 業 務 の 管 理 及 び 指 揮 命 令 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 場 合 は 、 こ 

        
の 限 り で な い 。 

                               
４  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 指 定 共 

                              
同 生 活 介 護 に 係 る 生 活 支 援 員 の 業 務 の 全 部 又 は 一 部 を 委 託 に よ り 

                              
他 の 事 業 者 に 行 わ せ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 事 業 者 の 業 務 の 実 施 

                              
状 況 に つ い て 定 期 的 に 確 認 し 、 そ の 結 果 等 を 記 録 し な け れ ば な ら 

    
な い 。 

                               
５  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 従 業 者 の 資 質 の 向 上 の た め に 、 そ 

                    
の 研 修 の 機 会 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。 

          
（ 支 援 体 制 の 確 保 ） 

                               
第 138 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 の 状 

                              
況 に 応 じ た 必 要 な 支 援 を 行 う こ と が で き る よ う 、 他 の 障 害 福 祉 サ 

                              
ー ビ ス 事 業 を 行 う 者 そ の 他 の 関 係 機 関 と の 連 携 そ の 他 の 適 切 な 支 

                 
援 体 制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。 

        
（ 定 員 の 遵 守 ） 
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第 139 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 共 同 生 活 住 居 及 び ユ ニ ッ ト 

                              
の 入 居 定 員 並 び に 居 室 の 定 員 を 超 え て 入 居 さ せ て は な ら な い 。 た 

                              
だ し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 

       
限 り で な い 。 

          
（ 協 力 医 療 機 関 等 ） 

                               
第 140 条  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 の 病 状 の 急 変 等 に 備 

                              
え る た め 、 あ ら か じ め 協 力 医 療 機 関 を 定 め て お か な け れ ば な ら な 

   
い 。 

                               
２  指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 あ ら か じ め 協 力 歯 科 医 療 機 関 を 定 

                  
め て お く よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

     
（ 準 用 ） 

                               
第 141 条  第 10 条 、 第 12 条 、 第 13 条 、 第 15 条 か ら 第 18 条 ま で 、 第 21  

                              
条 、 第 24 条 、 第 29 条 、 第 37 条 か ら 第 42 条 ま で 、 第 55 条 、 第 60 条 、 

                              
第 62 条 、 第 68 条 、 第 72 条 、 第 75 条 か ら 第 77 条 ま で 、 第 90 条 、 第 92  

                              
条 及 び 第 94 条 の 規 定 は 、 指 定 共 同 生 活 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す 

                              
る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 10 条 第 １ 項 中 「 第 32 条 」 と あ る の は 「 

                              
第 136 条 」 と 、 第 21 条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と あ る の 

                              
は 「 第 130 条 第 １ 項 」 と 、 第 24 条 第 ２ 項 中 「 第 22 条 第 ２ 項 」 と あ 

                              
る の は 「 第 130 条 第 ２ 項 」 と 、 第 60 条 （ 第 ３ 項 及 び 第 ９ 項 を 除 く 

                              
。） 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 共 同 生 活 介 護 計 画 」 と 、 第 

                              
77 条 第 ２ 項 第 １ 号 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 共 同 生 活 介 護 

                              
計 画 」 と 、 同 項 第 ３ 号 中 「 第 67 条 」 と あ る の は 「 第 141 条 に お い 

                              
て 準 用 す る 第 90 条 」 と 、 同 項 第 ５ 号 及 び 第 ６ 号 中 「 次 条 」 と あ る 

                              
の は 「 第 141 条 」 と 、 第 94 条 中 「 運 営 規 程 」 と あ る の は 「 第 136  

                              
条 の 運 営 規 程 」 と 、 「 前 条 の 協 力 医 療 機 関 」 と あ る の は 「 第 140  
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条 第 １ 項 の 協 力 医 療 機 関 及 び 同 条 第 ２ 項 の 協 力 歯 科 医 療 機 関 」 と 

            
読 み 替 え る も の と す る 。 

（ 利 用 者 負 担 額 に 係 る 管 理 ） 
              

第 157 条 の ２  指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者 は 、 支 給 決 定 障 害 
                               

者 （ 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 
                              

働 大 臣 が 定 め る 者 に 限 る 。） が 同 一 の 月 に 当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 
                              

活 訓 練 ） 事 業 者 が 提 供 す る 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 及 び 他 の 指 定 障 害 
                              

福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 等 が 提 供 す る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 受 け 
                              

た と き は 、 当 該 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 及 び 他 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ 
                              

ス 等 に 係 る 利 用 者 負 担 額 合 計 額 を 算 定 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 
                              

場 合 に お い て 、 当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者 は 、 利 用 者 
                              

負 担 額 合 計 額 を 市 町 村 に 報 告 す る と と も に 、 当 該 支 給 決 定 障 害 者 
                              

及 び 他 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 提 供 し た 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ 
                              

ス 事 業 者 等 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 
                    

２  指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者 は 、 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定 宿 
                              

泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 
                              

め る 者 を 除 く 。） が 同 一 の 月 に 当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 
                              

業 者 が 提 供 す る 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） （ 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 
                              

を 除 く 。） 及 び 他 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 等 が 提 供 す る 指 
                              

定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 受 け た 場 合 に お い て 、 当 該 支 給 決 定 障 害 
                              

者 か ら 依 頼 が あ っ た と き は 、 当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 及 び 
                              

他 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 に 係 る 利 用 者 負 担 額 合 計 額 を 算 定 し 
                              

な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 
                              

訓 練 ） 事 業 者 は 、 利 用 者 負 担 額 合 計 額 を 市 町 村 に 報 告 す る と と も 
                              

に 、 当 該 支 給 決 定 障 害 者 及 び 他 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 提 供 
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し た 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 等 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 
                               

（ 準 用 ） 

                第 21 条             
第 159 条  第 10 条 か ら 第 19 条 ま で 、        、 第 24 条 、 第 29  
                第 21 条 、 第 23 条 

条 、 第 37 条 か ら 第 42 条 ま で 、 第 59 条 か ら 第 62 条 ま で 、 第 68 条 、 第 

                          ま で   
70 条 か ら 第 72 条 ま で 、 第 75 条 、 第 76 条 、 第 88 条 か ら 第 94 条     
                          ま で 、 

     
    、 第 147 条 及 び 第 148 条 の 規 定 は 、 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 
第 131 条 

訓 練 ） の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 10 条 第 １

項 中 「 第 32 条 」 と あ る の は 「 第 159 条 に お い て 準 用 す る 第 91 条 」

と 、 第 16 条 中 「 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 第

21 条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 」 と あ る の は 

                              
「 第 157 条 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 」 と 

、 第 23 条 中 「 支 給 決 定 障 害 

                              
者 等 が 」 と あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 を 受 

                              
け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 以 

                              
下 こ の 条 に お い て 同 じ 。） が 」 と 、 「 当 該 支 給 決 定 障 害 者 等 」 と 

                 
                、 第 24 条 第 １ 項 中 「 介 護 給 付 
あ る の は 「 当 該 支 給 決 定 障 害 者 」 と 

費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 22 条 第 ２

項 」 と あ る の は 「 第 157 条 第 ２ 項 」 と 、 第 59 条 第 １ 項 中 「 療 養 介

護 計 画 」 と あ る の は 「 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 計 画 」 と 、 第 60 条 第

１ 項 、 第 ２ 項 及 び 第 ４ 項 か ら 第 ７ 項 ま で の 規 定 中 「 療 養 介 護 計 画

」 と あ る の は 「 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 計 画 」 と 、 同 条 第 ８ 項 中 「

療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 計 画 」 と 、 「

６ 月 」 と あ る の は 「 ３ 月 」 と 、 同 条 第 10 項 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と

あ る の は 「 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 計 画 」 と 、 第 90 条 第 ２ 号 中 「 介

護 給 付 費 又 は 特 例 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 又 は 特 

                              
例 訓 練 等 給 付 費 」 と 
         、 第 131 条 第 １ 項 中 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 」 と 
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あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 

                              
省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 限 る 。 以 下 こ の 条 に 

           
          読 み 替 え る も の と す る 。 
お い て 同 じ 。） （ 」 と 

（ 準 用 ） 

                    第 21 条      
第 172 条  第 10 条 か ら 第 18 条 ま で 、 第 20 条 、        、 第 24  

                   第 21 条 、 第 23 条 

条 、 第 29 条 、 第 37 条 か ら 第 42 条 ま で 、 第 59 条 か ら 第 62 条 ま で 、 第

68 条 、 第 70 条 か ら 第 72 条 ま で 、 第 75 条 か ら 第 77 条 ま で 、 第 86 条 か 

    ま で           、 第 147 条 及 び 第 157 条 の ２ 
ら 第 94 条        、 第 146 条          
    ま で 、 第 131 条      及 び 第 147 条 

の 規 定 は 、 指 定 就 労 移 行 支 援 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 第 10 条 第 １ 項 中 「 第 32 条 」 と あ る の は 「 第 172 条 に お

い て 準 用 す る 第 91 条 」 と 、 第 16 条 中 「 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「

訓 練 等 給 付 費 」 と 、 第 21 条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と あ 

                              
る の は 「 第 172 条 に お い て 準 用 す る 第 146 条 第 １ 項 」 と 
                         、 第 23 条 

                              
中 「 支 給 決 定 障 害 者 等 が 」 と あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 省 令 の 

                              
規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 

                              
同 じ 。） が 」 と 、 「 当 該 支 給 決 定 障 害 者 等 」 と あ る の は 「 当 該 支 

         
        、 第 24 条 第 １ 項 中 「 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「 
給 決 定 障 害 者 」 と 

訓 練 等 給 付 費 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 22 条 第 ２ 項 」 と あ る の は 「 

第 172 条 に お い て 準 用 す る 第 146 条 第 ２ 項 」 と 、 第 59 条 第 １ 項 中

「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 就 労 移 行 支 援 計 画 」 と 、 第 60 条 第

１ 項 、 第 ２ 項 及 び 第 ４ 項 か ら 第 ７ 項 ま で の 規 定 中 「 療 養 介 護 計 画

」 と あ る の は 「 就 労 移 行 支 援 計 画 」 と 、 同 条 第 ８ 項 中 「 療 養 介 護

計 画 」 と あ る の は 「 就 労 移 行 支 援 計 画 」 と 、 「 ６ 月 」 と あ る の は

「 ３ 月 」 と 、 同 条 第 10 項 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 就 労 移

行 支 援 計 画 」 と 、 第 77 条 第 ２ 項 第 １ 号 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る
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の は 「 就 労 移 行 支 援 計 画 」 と 、 同 項 第 ２ 号 中 「 第 55 条 第 １ 項 」 と

あ る の は 「 第 172 条 に お い て 準 用 す る 第 20 条 第 １ 項 」 と 、 同 項 第

３ 号 中 「 第 67 条 」 と あ る の は 「 第 172 条 に お い て 準 用 す る 第 90 条

」 と 、 同 項 第 ５ 号 及 び 第 ６ 号 中 「 次 条 」 と あ る の は 「 第 172 条 」

と 、 第 90 条 第 ２ 号 中 「 介 護 給 付 費 又 は 特 例 介 護 給 付 費 」 と あ る の 

                     第 157 条 の ２ 第 １ 
は 「 訓 練 等 給 付 費 又 は 特 例 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 
                     第 131 条 第 １ 項 中 

項 中 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 省 令 
「 支 給 決 定 障 害 者 （ 

の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 限 る 。）  
」 と あ る の は 「 

 

支 給 決 定 障 害 者 （ 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 限 

  ）」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 
る 。                  
  以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。） （ 

練 を 受 け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 
 

く 。）」 と あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 
 

働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 く 。）  
             」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 
 

第 195 条  共 同 生 活 援 助 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス （ 以 下 「 指 定

共 同 生 活 援 助 」 と い う 。） の 事 業 は 、 利 用 者 が 地 域 に お い て 共 同

し て 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 当

該 利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 の 状 況 並 び に そ の 置 か れ て い る 環 境 に 応 

               、 入 浴 、 排 せ つ 又 は 食 事 の 介 護 
じ て 共 同 生 活 住 居 に お い て 相 談               そ 
 

の 他 の 日 常 生 活 上 の 援 助 を 適 切 か つ 効 果 的 に 行 う も の で な け れ ば 

な ら な い 。 

（ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 196 条  指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 指 定 共 同 生 活

援 助 事 業 者 」 と い う 。） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 共

同 生 活 援 助 事 業 所 」 と い う 。） に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は

、 次 の と お り と す る 。 
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(1)  世 話 人  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 ご と に 常 勤 換 算 方 法 で 利 用 

     ６ 
者 の 数 を  で 除 し た 数 以 上 
    10  

(2)  生 活 支 援 員  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 ご と に 常 勤 換 算 方 法 で 
                              

ア か ら エ ま で に 掲 げ る 数 の 合 計 数 以 上 
                  

ア  障 害 支 援 区 分 に 係 る 市 町 村 審 査 会 に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 
                             

準 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 26 年 厚 生 労 働 省 令 第 ５ 号 。 以 下 「 区 
                            

分 省 令 」 と い う 。） 第 １ 条 第 ４ 号 の 区 分 ３ に 該 当 す る 利 用 者 
                            

の 数 を ９ で 除 し た 数 
                      

イ  区 分 省 令 第 １ 条 第 ５ 号 の 区 分 ４ に 該 当 す る 利 用 者 の 数 を ６ 
                               

で 除 し た 数 
           

ウ  区 分 省 令 第 １ 条 第 ６ 号 の 区 分 ５ に 該 当 す る 利 用 者 の 数 を ４ 
                               

で 除 し た 数 
           

エ  区 分 省 令 第 １ 条 第 ７ 号 の 区 分 ６ に 該 当 す る 利 用 者 の 数 を 2.  
                             

5 で 除 し た 数 
       

(3)  
  （ 本 文 省 略 ） 
(2)   

   （ 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 

 （ 管 理 者 ） 
 （ 準 用 ） 

     指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 ご 
第 197 条   

第 126 条 の 規 定 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 に つ い て 準 

 と に 専 ら そ の 職 務 に 従 事 す る 常 勤 の 管 理 者 を 置 か な け れ ば な ら な 
用 す る 。 

 い 。 た だ し 、 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 管 理 上 支 障 が な い 場 合 は 
                              

、 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 他 の 職 務 に 従 事 さ せ 、 又 は 他 の 
                              

事 業 所 、 施 設 等 の 職 務 に 従 事 さ せ る こ と が で き る も の と す る 。 
                             

２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 管 理 者 は 、 適 切 な 指 定 共 同 生 活 援 助 
                               

を 提 供 す る た め に 必 要 な 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 で な け れ ば な ら 
    

な い 。 
    



市第139号 

101 

 （ 設 備 ） 
（ 準 用 ） 

     指 定 共 同 生 活 援 助 に 係 る 共 同 生 活 住 居 は 、 住 宅 地 又 は こ 
第 198 条   

第 127 条 の 規 定 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 に つ い て 準 

れ と 同 程 度 に 利 用 者 の 家 族 及 び 地 域 住 民 と の 交 流 の 機 会 が 確 保 さ 
用 す る 。 

れ る 地 域 に あ り 、 か つ 、 入 所 に よ り 日 中 及 び 夜 間 を 通 し て サ ー ビ 
                              

ス を 提 供 す る 施 設 （ 以 下 「 入 所 施 設 」 と い う 。） 又 は 病 院 の 敷 地 
                              

外 に あ る よ う に し な け れ ば な ら な い 。 
                  

２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 は 、 １ 以 上 の 共 同 生 活 住 居 （ サ テ ラ イ 
                               

ト 型 住 居 （ 当 該 サ テ ラ イ ト 型 住 居 を 設 置 し よ う と す る 者 に よ り 設 
                              

置 さ れ る 当 該 サ テ ラ イ ト 型 住 居 以 外 の 共 同 生 活 住 居 で あ っ て 、 当 
                              

該 サ テ ラ イ ト 型 住 居 に 入 居 す る 利 用 者 に 対 す る 支 援 を 行 う も の （ 
                              

以 下 「 本 体 住 居 」 と い う 。） と 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本 体 住 
                              

居 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 共 同 生 活 住 居 を い う 。 以 下 同 じ 。）  
                              

を 除 く 。 以 下 こ の 項 及 び 第 ４ 項 か ら 第 ６ 項 ま で に お い て 同 じ 。）  
                              

を 有 す る も の と し 、 当 該 共 同 生 活 住 居 及 び サ テ ラ イ ト 型 住 居 の 入 
               

居 定 員 の 合 計 は 、 ４ 人 以 上 と す る 。 
                 

３  共 同 生 活 住 居 の 配 置 、 構 造 及 び 設 備 は 、 利 用 者 の 特 性 に 応 じ て 
                               

工 夫 さ れ た も の で な け れ ば な ら な い 。 
                  

４  共 同 生 活 住 居 は 、 そ の 入 居 定 員 を ２ 人 以 上 10 人 以 下 と す る 。 た 
                               

だ し 、 既 存 の 建 物 を 共 同 生 活 住 居 と す る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 共 
                              

同 生 活 住 居 の 入 居 定 員 を ２ 人 以 上 20 人 （ 市 長 が 特 に 必 要 が あ る と 
                              

認 め る と き は 、 30 人 ） 以 下 と す る こ と が で き る 。 
                       

５  既 存 の 建 物 を 共 同 生 活 住 居 と し た 共 同 生 活 住 居 を 改 築 す る 場 合 
                               

で あ っ て 、 市 長 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 前 項 の 規 定 に 
                              

か か わ ら ず 、 当 該 共 同 生 活 住 居 の 入 居 定 員 を ２ 人 以 上 30 人 以 下 と 
                              

す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 入 居 定 員 は 、 当 該 共 
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同 生 活 住 居 を 改 築 す る 時 点 の 入 居 定 員 と 同 数 を 上 限 と す る 。 
                           

６  共 同 生 活 住 居 は 、 １ 以 上 の ユ ニ ッ ト を 有 す る ほ か 、 日 常 生 活 を 
                               

営 む 上 で 必 要 な 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い 。 
                      

７  ユ ニ ッ ト の 入 居 定 員 は 、 ２ 人 以 上 10 人 以 下 と す る 。 
                          

８  ユ ニ ッ ト の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。 
                              

(1)  一 の 居 室 の 定 員 は 、 １ 人 と す る こ と 。 た だ し 、 利 用 者 の サ ー 
                              

ビ ス 提 供 上 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 は 、 ２ 人 と す る こ と が で き る 
                             

 。  
   

(2)  一 の 居 室 の 面 積 は 、 収 納 設 備 等 を 除 き 、 7.43 平 方 メ ー ト ル 以 
                              

上 と す る こ と 。 
        

９  サ テ ラ イ ト 型 住 居 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。 
                         

(1)  入 居 定 員 を １ 人 と す る こ と 。 
                

(2)  日 常 生 活 を 営 む 上 で 必 要 な 設 備 を 設 け る こ と 。 
                        

(3)  居 室 の 面 積 は 、 収 納 設 備 等 を 除 き 、 7.43 平 方 メ ー ト ル 以 上 と 
                              

す る こ と 。 
      

（ 入 退 居 ） 
      

第 198 条 の ２  指 定 共 同 生 活 援 助 は 、 共 同 生 活 住 居 へ の 入 居 を 必 要 
                               

と す る 利 用 者 （ 入 院 治 療 を 要 す る 者 を 除 く 。） に 提 供 す る も の と 
                              

す る 。 
    

２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 申 込 者 の 入 居 に 際 し て は 、 そ 
                               

の 心 身 の 状 況 、 生 活 歴 、 病 歴 等 の 把 握 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 
                              

３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 者 の 退 居 に 際 し て は 、 利 用 者 
                              

の 希 望 を 踏 ま え た 上 で 、 退 居 後 の 生 活 環 境 及 び 援 助 の 継 続 性 に 配 
                              

慮 し 、 退 居 に 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 
                        

４  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 者 の 退 居 に 際 し て は 、 利 用 者 
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に 対 し 、 適 切 な 援 助 を 行 う と と も に 、 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 
                              

サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の 密 接 な 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 
                              

（ 入 退 居 の 記 録 の 記 載 等 ） 
             

第 198 条 の ３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 入 居 又 は 退 居 に 際 し て 
                               

は 、 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 の 名 称 、 入 居 又 は 退 居 の 年 月 日 
                              

そ の 他 の 必 要 な 事 項 （ 次 項 に お い て 「 受 給 者 証 記 載 事 項 」 と い う 
                              

。） を 支 給 決 定 障 害 者 の 受 給 者 証 に 記 載 し な け れ ば な ら な い 。 
                              

２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 受 給 者 証 記 載 事 項 そ の 他 の 必 要 な 
                               

事 項 を 市 町 村 に 対 し 遅 滞 な く 報 告 し な け れ ば な ら な い 。 
                          

（ 利 用 者 負 担 額 等 の 受 領 ） 
             

第 198 条 の ４  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 を 提 
                               

供 し た 際 は 、 支 給 決 定 障 害 者 か ら 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 に 係 る 利 
                              

用 者 負 担 額 の 支 払 を 受 け る も の と す る 。 
                   

２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 法 定 代 理 受 領 を 行 わ な い 指 定 共 同 
                               

生 活 援 助 を 提 供 し た 際 は 、 支 給 決 定 障 害 者 か ら 当 該 指 定 共 同 生 活 
                              

援 助 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 費 用 基 準 額 の 支 払 を 受 け る も 
                              

の と す る 。 
 

３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 前 ２ 項 の 支 払 を 受 け る 額 の ほ か 、 
 

指 定 共 同 生 活 援 助 に お い て 提 供 さ れ る 便 宜 に 要 す る 費 用 の う ち 、 
 

次 に 掲 げ る 費 用 の 額 の 支 払 を 支 給 決 定 障 害 者 か ら 受 け る こ と が で 
 

き る 。 
 

(1)  食 材 料 費 
       

(2)  家 賃 （ 法 第 34 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 特 定 障 害 者 特 別 給 付 費 が 
                              

利 用 者 に 支 給 さ れ た 場 合 （ 同 条 第 ２ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 29  
                             

条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 特 定 障 害 者 特 別 給 付 費 が 利 用 者 に 代 わ り 
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当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 に 支 払 わ れ た 場 合 に 限 る 。） は 、 
                             

当 該 利 用 者 に 係 る 家 賃 の 月 額 か ら 法 第 34 条 第 ２ 項 に お い て 準 用 
                             

す る 法 第 29 条 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 当 該 利 用 者 に 支 給 が あ っ た も 
                             

の と み な さ れ た 特 定 障 害 者 特 別 給 付 費 の 額 を 控 除 し た 額 を 限 度 
                             

と す る 。）  
      

(3)  光 熱 水 費 
       

(4)  日 用 品 費 
       

(5)  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 指 定 共 同 生 活 援 助 に お い て 提 供 
                              

さ れ る 便 宜 に 要 す る 費 用 の う ち 、 日 常 生 活 に お い て も 通 常 必 要 
                             

と な る も の に 係 る 費 用 で あ っ て 、 支 給 決 定 障 害 者 に 負 担 さ せ る 
                             

こ と が 適 当 と 認 め ら れ る も の 
               

４  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 前 ３ 項 の 規 定 に よ る 費 用 の 額 の 支 
                               

払 を 受 け た 場 合 は 、 当 該 費 用 に 係 る 領 収 証 を 当 該 費 用 の 額 を 支 払 
                              

っ た 支 給 決 定 障 害 者 に 対 し 交 付 し な け れ ば な ら な い 。 
                    

５  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 費 用 に 係 る サ 
                               

ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 支 給 決 定 障 害 者 に 対 し 
                              

、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 費 用 に つ い て 説 明 を 行 い 、 当 該 支 給 決 
                              

定 障 害 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 
             

（ 指 定 共 同 生 活 援 助 の 取 扱 方 針 ） 
                

第 198 条 の ５  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 第 201 条 に お い て 読 み 
                               

替 え て 準 用 す る 第 60 条 第 １ 項 の 共 同 生 活 援 助 計 画 （ 次 項 に お い て 
                              

「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 と い う 。） に 基 づ き 、 利 用 者 が 地 域 に お い 
                              

て 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 当 該 利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 
                              

の 状 況 並 び に そ の 置 か れ て い る 環 境 に 応 じ て そ の 支 援 を 適 切 に 行 
                              

う と と も に 、 指 定 共 同 生 活 援 助 の 提 供 が 漫 然 か つ 画 一 的 な も の と 
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な ら な い よ う 配 慮 し な け れ ば な ら な い 。 
              

２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 入 居 前 の 体 験 的 な 利 用 を 希 望 す る 
                               

者 に 対 し て 指 定 共 同 生 活 援 助 の 提 供 を 行 う 場 合 に は 、 共 同 生 活 援 
                              

助 計 画 に 基 づ き 、 そ の 者 が 継 続 し た 指 定 共 同 生 活 援 助 の 利 用 に 円 
                              

滑 に 移 行 で き る よ う 配 慮 す る と と も に 、 継 続 し て 入 居 し て い る 他 
                              

の 利 用 者 の 処 遇 に 支 障 が な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。 
                           

３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 の 提 供 
                               

に 当 た っ て は 、 利 用 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 支 援 上 必 要 な 事 項 に 
                              

つ い て 理 解 し や す い よ う に 説 明 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 
                           

４  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 そ の 提 供 す る 指 定 共 同 生 活 援 助 の 
                               

質 の 評 価 を 行 い 、 常 に そ の 改 善 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。 
                            

（ サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 の 責 務 ） 
               

第 198 条 の ６  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 第 201 条 に お い て 準 用 す る 
                               

第 60 条 に 規 定 す る 業 務 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う も の と す る 
                              

。 
  

(1)  利 用 申 込 者 の 利 用 に 際 し 、 そ の 利 用 者 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ 
                              

ー ビ ス 事 業 者 等 に 対 す る 照 会 等 に よ り 、 当 該 利 用 者 の 身 体 及 び 
                             

精 神 の 状 況 、 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 以 外 に お け る 指 定 障 
                             

害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 を 把 握 す る こ と 。 
                       

(2)  利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 の 状 況 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 照 
                              

ら し 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 定 期 
                             

的 に 検 討 す る と と も に 、 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る 
                             

と 認 め ら れ る 利 用 者 に 対 し 、 必 要 な 支 援 を 行 う こ と 。 
                         

(3)  利 用 者 が 自 立 し た 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 指 定 生 
                              

活 介 護 事 業 所 等 と の 連 絡 調 整 を 行 う こ と 。 
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(4)  他 の 従 業 者 に 対 す る 技 術 指 導 及 び 助 言 を 行 う こ と 。 
                          

（ 介 護 及 び 家 事 等 ） 
（ 家 事 等 ）     

     介 護 は 、 利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 の 状 況 に 応 じ 、 利 用 者 の 
第 199 条   
 

自 立 の 支 援 及 び 日 常 生 活 の 充 実 に 資 す る よ う 、 適 切 な 技 術 を も っ 
 

て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 
 

２ 
 （ 本 文 省 略 ） 

 

３ 
 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 し て 、 当 該 利 用 者 の 負 

２ 

                             介 
担 に よ り 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従 業 者 以 外 の 者 に よ る 
 

護 又 は 
家 事 等 を 受 け さ せ て は な ら な い 。 

 

（ 社 会 生 活 上 の 便 宜 の 供 与 等 ） 
               

第 199 条 の ２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 者 に つ い て 指 定 生 
                               

活 介 護 事 業 所 等 と の 連 絡 調 整 、 余 暇 活 動 の 支 援 等 に 努 め な け れ ば 
                              

な ら な い 。 
      

２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 者 が 日 常 生 活 を 営 む 上 で 必 要 
                               

な 行 政 機 関 に 対 す る 手 続 等 に つ い て 当 該 利 用 者 又 は そ の 家 族 が 行 
                              

う こ と が 困 難 で あ る 場 合 は 、 当 該 利 用 者 の 同 意 を 得 て 代 わ っ て 行 
                              

わ な け れ ば な ら な い 。 
           

３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 常 に 利 用 者 の 家 族 と の 連 携 を 図 る 
                               

と と も に 、 利 用 者 と そ の 家 族 と の 交 流 等 の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 
                              

め な け れ ば な ら な い 。 
           

（ 運 営 規 程 ） 
       

第 199 条 の ３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 
                               

所 ご と に 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 運 営 
                              

規 程 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。 
                  

(1)  事 業 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針 
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(2)  従 業 者 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容 
                   

(3)  入 居 定 員 
       

(4)  指 定 共 同 生 活 援 助 の 内 容 並 び に 支 給 決 定 障 害 者 か ら 受 領 す る 
                              

費 用 の 種 類 及 び そ の 額 
           

(5)  入 居 に 当 た っ て の 留 意 事 項 
               

(6)  緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法 
               

(7)  非 常 災 害 の 対 策 
          

(8)  事 業 の 主 た る 対 象 と す る 障 害 の 種 類 を 定 め た 場 合 に は 、 当 該 
                              

障 害 の 種 類 
     

(9)  虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項 
                    

(10)  そ の 他 運 営 に 関 す る 重 要 事 項 
                

（ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ） 

第 200 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 ご と に 当

該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従 業 者 に よ っ て 指 定 共 同 生 活 援 助 を 

             た だ し 、 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 
提 供 し な け れ ば な ら な い 。 
                              

が 業 務 の 管 理 及 び 指 揮 命 令 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 場 合 は 、 こ 
                              

の 限 り で な い 。 
        

４  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 指 定 共 
                               

同 生 活 援 助 に 係 る 生 活 支 援 員 の 業 務 の 全 部 又 は 一 部 を 委 託 に よ り 
                              

他 の 事 業 者 に 行 わ せ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 事 業 者 の 業 務 の 実 施 
                              

状 況 に つ い て 定 期 的 に 確 認 し 、 そ の 結 果 等 を 記 録 し な け れ ば な ら 
                              

な い 。 
    

５ 
  （ 本 文 省 略 ） 
４ 

（ 支 援 体 制 の 確 保 ） 
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第 200 条 の ２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 者 の 身 体 及 び 精 神 
                               

の 状 況 に 応 じ た 必 要 な 支 援 を 行 う こ と が で き る よ う 、 他 の 障 害 福 
                              

祉 サ ー ビ ス 事 業 を 行 う 者 そ の 他 の 関 係 機 関 と の 連 携 そ の 他 の 適 切 
                              

な 支 援 体 制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。 
                   

（ 定 員 の 遵 守 ） 
        

第 200 条 の ３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 共 同 生 活 住 居 及 び ユ ニ 
                               

ッ ト の 入 居 定 員 並 び に 居 室 の 定 員 を 超 え て 入 居 さ せ て は な ら な い 
                               

。 た だ し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 
                               

こ の 限 り で な い 。 
        

（ 協 力 医 療 機 関 等 ） 
          

第 200 条 の ４  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 者 の 病 状 の 急 変 等 
                               

に 備 え る た め 、 あ ら か じ め 協 力 医 療 機 関 を 定 め て お か な け れ ば な 
                              

ら な い 。 
     

２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 あ ら か じ め 協 力 歯 科 医 療 機 関 を 定 
                               

め て お く よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 
                  

（ 準 用 ） 

第 201 条  第 10 条 、 第 12 条 、 第 13 条 、 第 15 条 か ら 第 18 条 ま で 、 第 21

条 、 第 24 条 、 第 29 条 、 第 37 条 か ら 第 42 条 ま で 、 第 55 条 、 第 60 条 、

第 62 条 、 第 68 条 、 第 72 条 、 第 75 条 か ら 第 77 条 ま で 、 第 90 条 、 第 92  

      及 び 第 157 条 の ２                  
条 、 第 94 条 
     、 第 128 条 か ら 第 133 条 ま で 、 第 135 条 、 第 136 条 及 

              
             の 規 定 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 
び 第 138 条 か ら 第 140 条 ま で 

に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 10 条 第 １ 項 中 「 第 32 条 

       第 199 条 の ３            
」 と あ る の は 「                 」 と 、 第 16 条 

第 201 条 に お い て 準 用 す る 第 136 条 

中 「 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 第 21 条 第 ２ 項 

                  第 198 条 の ４ 第 １ 項    
た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 

                   第 201 条 に お い て 準 用 す 
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        」 と 、 第 24 条 第 １ 項 中 「 介 護 給 付 費 」 と あ る の 
る 第 130 条 第 １ 項 

は 「 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 22 条 第 ２ 項 」 と あ る の 

  第 198 条 の ４ 第 ２ 項            
は 「                    」 と 、 第 60 条 （ 第 

   第 201 条 に お い て 準 用 す る 第 130 条 第 ２ 項 

３ 項 及 び 第 ９ 項 を 除 く 。） 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 共 同

生 活 援 助 計 画 」 と 、 第 77 条 第 ２ 項 第 １ 号 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ

る の は 「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 と 、 同 項 第 ３ 号 中 「 第 67 条 」 と あ る

の は 「 第 201 条 に お い て 準 用 す る 第 90 条 」 と 、 同 項 第 ５ 号 及 び 第

６ 号 中 「 次 条 」 と あ る の は 「 第 201 条 」 と 、 第 90 条 第 ２ 号 中 「 介

護 給 付 費 又 は 特 例 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 又 は 特 

                          第 199  
例 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 第 94 条 中 「 運 営 規 程 」 と あ る の は 「 
                          第 201  

条 の ３            
             の 運 営 規 程 」 と 、 「 前 条 の 協 力 医 療 
条 に お い て 準 用 す る 第 136 条 

         第 200 条 の ４ 第 １ 項            
機 関 」 と あ る の は 「                    の 
         第 201 条 に お い て 準 用 す る 第 140 条 第 １ 項 

                   第 157 条 
協 力 医 療 機 関 及 び 同 条 第 ２ 項 の 協 力 歯 科 医 療 機 関 」 と 、 

                   第 132 条 

の ２ 第 １ 項 中 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 
第 １ 項 中 「 第 141 条 」 と あ る の は 「 第 201 条 」 と 、 「 共 同 生 活 介 

及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 限 る 。）」 と あ 
護 計 画 」 と あ る の は 「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 共 

る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 入 居 前 の 体 験 的 な 指 定 共 同 生 活 援 助 を 
同 生 活 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 と 、 第 133 条 

受 け て い る 者 を 除 く 。）」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 
中 「 第 141 条 」 と あ る の は 「 第 201 条 」 と 、 同 条 第 ３ 号 中 「 指 定 

指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 
生 活 介 護 事 業 所 等 」 と あ る の は 「 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 

臣 が 定 め る 者 を 除 く 。）」 と あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 入 居 前 
所 等 」 と 、 第 135 条 第 １ 項 中 「 指 定 生 活 介 護 事 業 所 等 」 と あ る の 

の 体 験 的 な 指 定 共 同 生 活 援 助 を 受 け て い る 者 に 限 る 。）  
                         」 と 読 み 
は 「 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 等 

替 え る も の と す る 。 

第 ５ 節  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 の 基 
                             

    本 方 針 並 び に 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 
                     

     第 １ 款  こ の 節 の 趣 旨 及 び 基 本 方 針 
                    

（ こ の 節 の 趣 旨 ） 
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第 201 条 の ２  第 １ 節 か ら 前 節 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 外 部 サ ー 
                               

ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 （ 指 定 共 同 生 活 援 助 で あ っ て 、 当 該 
                              

指 定 共 同 生 活 援 助 に 係 る 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従 業 者 に よ り 
                              

行 わ れ る 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 援 助 計 画 （ 第 201 条 の 12 に 
                              

お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 第 60 条 の 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 
 

援 助 計 画 を い う 。 以 下 同 じ 。） の 作 成 、 相 談 そ の 他 の 日 常 生 活 上 
 

の 援 助 （ 第 201 条 の ４ 第 １ 項 に お い て 「 基 本 サ ー ビ ス 」 と い う 。 
 

） 及 び 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 に 係 る 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 が 委 
 

託 す る 指 定 居 宅 介 護 事 業 者 （ 以 下 「 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 
 

」 と い う 。） に よ り 、 当 該 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 援 助 計 画 
 

に 基 づ き 行 わ れ る 入 浴 、 排 せ つ 、 食 事 の 介 護 そ の 他 の 日 常 生 活 上 
 

の 援 助 （ 以 下 「 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 」 と い う 。） を い う 。 以 下 
 

同 じ 。） の 事 業 を 行 う も の の 基 本 方 針 並 び に 人 員 、 設 備 及 び 運 営 
 

に 関 す る 基 準 に つ い て は 、 こ の 節 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 
  

（ 基 本 方 針 ） 
       

第 201 条 の ３  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 は 、 外 
                               

部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 援 助 計 画 に 基 づ き 、 受 託 居 宅 介 護 サ ー 
                              

ビ ス 事 業 者 に よ る 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス を 適 切 か つ 円 滑 に 提 供 す 
                              

る こ と に よ り 、 利 用 者 が 地 域 に お い て 共 同 し て 自 立 し た 日 常 生 活 
                              

又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 当 該 利 用 者 の 身 体 及 び 精 
                              

神 の 状 況 並 び に そ の 置 か れ て い る 環 境 に 応 じ て 共 同 生 活 住 居 に お 
                              

い て 相 談 、 入 浴 、 排 せ つ 又 は 食 事 の 介 護 そ の 他 の 日 常 生 活 上 の 援 
                              

助 を 適 切 か つ 効 果 的 に 行 う も の で な け れ ば な ら な い 。 
                         

    第 ２ 款  人 員 に 関 す る 基 準 
               

（ 従 業 者 の 員 数 ） 
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第 201 条 の ４  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 を 行 う 
                               

者 （ 以 下 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 」 と い う 
                              

。） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 
                              

同 生 活 援 助 事 業 所 」 と い う 。） に 置 く べ き 基 本 サ ー ビ ス を 提 供 す 
                              

る 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 
                      

(1)  世 話 人  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 ご と に 
                              

常 勤 換 算 方 法 で 利 用 者 の 数 を ６ で 除 し た 数 以 上 
                        

(2)  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 
                              

事 業 所 ご と に 、 ア 又 は イ に 掲 げ る 利 用 者 の 数 の 区 分 に 応 じ 、 そ 
                             

れ ぞ れ ア 又 は イ に 掲 げ る 数 
             

ア  利 用 者 の 数 が 30 人 以 下  １ 人 以 上 
                

イ  利 用 者 の 数 が 31 人 以 上  １ に 、 利 用 者 の 数 が 30 を 超 え て 30  
                             

又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に １ を 加 え て 得 た 数 以 上 
                      

２  前 項 の 利 用 者 の 数 は 、 前 年 度 の 平 均 値 と す る 。 た だ し 、 新 規 に 
                               

指 定 を 受 け る 場 合 は 、 推 定 数 に よ る 。 
                  

３  第 １ 項 に 規 定 す る 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 
                               

の 従 業 者 は 、 専 ら 当 該 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 
                              

所 の 職 務 に 従 事 す る 者 で な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 利 用 者 の 支 
                              

援 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 
                    

（ 準 用 ） 
     

第 201 条 の ５  第 197 条 の 規 定 は 、 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 
                               

活 援 助 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 
                

第 ３ 款  設 備 に 関 す る 基 準 
               

（ 準 用 ） 
     

第 201 条 の ６  第 198 条 の 規 定 は 、 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 
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活 援 助 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 
                

第 ４ 款  運 営 に 関 す る 基 準 
               

（ 内 容 及 び 手 続 の 説 明 及 び 同 意 ） 
                

第 201 条 の ７  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 支 
                               

給 決 定 障 害 者 等 が 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 利 用 の 
                              

申 込 み を 行 っ た と き は 、 そ の 利 用 者 に 係 る 障 害 の 特 性 に 応 じ た 適 
                              

切 な 配 慮 を し つ つ 、 利 用 申 込 者 に 対 し 、 第 201 条 の ９ の 運 営 規 程 
                              

の 概 要 、 従 業 者 の 勤 務 体 制 、 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 
                              

助 事 業 者 及 び 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 の 業 務 の 分 担 の 内 容 、 
 

受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 及 び 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 が 
 

受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス の 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 受 託 居 宅 介 護 
 

サ ー ビ ス 事 業 所 」 と い う 。） の 名 称 そ の 他 の 利 用 申 込 者 の サ ー ビ 
 

ス の 選 択 に 資 す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 記 し た 文 書 を 交 付 し て 
 

説 明 を 行 い 、 当 該 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 提 供 の 
 

開 始 に つ い て 当 該 利 用 申 込 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 
                           

２  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 社 会 福 祉 法 第 
                               

77 条 の 規 定 に 基 づ き 書 面 の 交 付 を 行 う 場 合 は 、 利 用 者 の 障 害 の 特 
                              

性 に 応 じ た 適 切 な 配 慮 を し な け れ ば な ら な い 。 
                      

（ 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス の 提 供 ） 
                

第 201 条 の ８  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 外 
                               

部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 援 助 計 画 に 基 づ き 、 受 託 居 宅 介 護 サ ー 
                              

ビ ス 事 業 者 に よ り 、 適 切 か つ 円 滑 に 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス が 提 供 
                              

さ れ る よ う 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 
                        

２  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 受 託 居 宅 介 護 
                               

サ ー ビ ス 事 業 者 が 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 し た 場 合 に あ っ て 
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は 、 提 供 し た 日 時 、 時 間 、 具 体 的 な サ ー ビ ス の 内 容 等 を 文 書 に よ 
                              

り 報 告 さ せ な け れ ば な ら な い 。 
               

（ 運 営 規 程 ） 
       

第 201 条 の ９  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 外 
                               

部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 ご と に 次 に 掲 げ る 事 業 
 

の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 運 営 規 程 を 定 め て お か な け れ 
 

ば な ら な い 。 
        

(1)  事 業 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針 
               

(2)  従 業 者 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容 
                   

(3)  入 居 定 員 
       

(4)  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 内 容 並 び に 支 給 決 定 
                              

障 害 者 か ら 受 領 す る 費 用 の 種 類 及 び そ の 額 
                    

(5)  受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 及 び 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 
                              

所 の 名 称 及 び 所 在 地 
          

(6)  入 居 に 当 た っ て の 留 意 事 項 
               

(7)  緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法 
               

(8)  非 常 災 害 の 対 策 
               

(9)  事 業 の 主 た る 対 象 と す る 障 害 の 種 類 を 定 め た 場 合 に は 、 当 該 
                              

障 害 の 種 類 
     

(10)  虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項 
                    

(11)  そ の 他 運 営 に 関 す る 重 要 事 項 
                

（ 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 へ の 委 託 ） 
                    

第 201 条 の 10  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 が 、 受 
                               

託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス の 提 供 に 関 す る 業 務 を 委 託 す る 契 約 を 締 結 す 
                              

る と き は 、 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 所 ご と に 文 書 に よ り 行 わ な 
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け れ ば な ら な い 。 
         

２  受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 指 定 居 宅 介 護 事 業 者 で な け れ 
                               

ば な ら な い 。 
       

３  受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 が 提 供 す る 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 
                               

の 種 類 は 、 指 定 居 宅 介 護 と す る 。 
                

４  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 事 業 の 開 始 に 
                               

当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 指 定 居 宅 介 護 事 業 者 と 、 第 １ 項 に 規 定 
                              

す る 方 法 に よ り こ れ ら の 提 供 に 関 す る 業 務 を 委 託 す る 契 約 を 締 結 
                              

す る も の と す る 。 
         

５  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 受 託 居 宅 介 護 
                               

サ ー ビ ス 事 業 者 に 、 業 務 に つ い て 必 要 な 管 理 及 び 指 揮 命 令 を 行 う 
                              

も の と す る 。 
       

６  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 受 託 居 宅 介 護 
                               

サ ー ビ ス に 係 る 業 務 の 実 施 状 況 に つ い て 定 期 的 に 確 認 し 、 そ の 結 
                              

果 等 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。 
                

（ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ） 
           

第 201 条 の 11  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 
                               

用 者 に 対 し 、 適 切 な 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 を 提 供 
                              

で き る よ う 、 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 ご と に 
                              

従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。 
                          

２  前 項 の 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め る に 当 た っ て は 、 利 用 者 が 安 
                               

心 し て 日 常 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、 継 続 性 を 重 視 し た 外 部 
                              

サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 提 供 に 配 慮 し な け れ ば な ら な 
                              

い 。 
   

３  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 外 部 サ ー ビ ス 
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利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 ご と に 当 該 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 
                              

定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 受 託 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 所 の 従 業 者 
                              

に よ っ て 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 を 提 供 し な け れ ば 
                              

な ら な い 。 
      

４  外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 従 業 者 の 資 質 
                               

の 向 上 の た め に 、 そ の 研 修 の 機 会 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。 
                             

（ 準 用 ） 
 

第 201 条 の 12  第 12 条 、 第 13 条 、 第 15 条 か ら 第 18 条 ま で 、 第 21 条 、 
                               

第 24 条 、 第 29 条 、 第 37 条 か ら 第 42 条 ま で 、 第 55 条 、 第 60 条 、 第 62  
                              

条 、 第 68 条 、 第 72 条 、 第 75 条 か ら 第 77 条 ま で 、 第 90 条 、 第 92 条 、 
                              

第 94 条 、 第 157 条 の ２ 、 第 198 条 の ２ か ら 第 199 条 の ２ ま で 及 び 
                              

第 200 条 の ２ か ら 第 200 条 の ４ ま で の 規 定 は 、 外 部 サ ー ビ ス 利 用 
                              

型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 
                              

、 第 16 条 中 「 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 第 21  
                              

条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 第 201 条 の 12 に 
                              

お い て 準 用 す る 第 198 条 の ４ 第 １ 項 」 と 、 第 24 条 第 １ 項 中 「 介 護 
                              

給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 22 条 
                              

第 ２ 項 」 と あ る の は 「 第 201 条 の 12 に お い て 準 用 す る 第 198 条 の 
                              

４ 第 ２ 項 」 と 、 第 60 条 （ 第 ３ 項 及 び 第 ９ 項 を 除 く 。） 中 「 療 養 介 
                              

護 計 画 」 と あ る の は 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 援 助 計 画 」 と 
                              

、 第 77 条 第 ２ 項 第 １ 号 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 外 部 サ ー 
 

ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 援 助 計 画 」 と 、 同 項 第 ３ 号 中 「 第 67 条 」 と あ 
 

る の は 「 第 201 条 の 12 に お い て 準 用 す る 第 90 条 」 と 、 同 項 第 ５ 号 
 

及 び 第 ６ 号 中 「 次 条 」 と あ る の は 「 第 201 条 の 12 」 と 、 第 90 条 第 
 

２ 号 中 「 介 護 給 付 費 又 は 特 例 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 
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付 費 又 は 特 例 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 第 94 条 中 「 運 営 規 程 」 と あ る の 
 

は 「 第 201 条 の ９ の 運 営 規 程 」 と 、 「 前 条 の 協 力 医 療 機 関 」 と あ 
 

る の は 「 第 201 条 の 12 に お い て 準 用 す る 第 200 条 の ４ 第 １ 項 の 協 
 

力 医 療 機 関 及 び 第 201 条 の 12 に お い て 準 用 す る 第 200 条 の ４ 第 ２ 
 

項 の 協 力 歯 科 医 療 機 関 」 と 、 第 157 条 の ２ 第 １ 項 中 「 支 給 決 定 障 
 

害 者 （ 指 定 宿 泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 
 

労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 限 る 。）」 と あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 
 

入 居 前 の 体 験 的 な 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 を 受 け て 
 

い る 者 を 除 く 。）」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定 宿 
 

泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 
 

め る 者 を 除 く 。）」 と あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 入 居 前 の 体 験 
 

的 な 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 を 受 け て い る 者 に 限 る 
 

。）」 と 、 第 198 条 の ５ 第 １ 項 中 「 第 201 条 に お い て 読 み 替 え て 
 

準 用 す る 第 60 条 第 １ 項 の 共 同 生 活 援 助 計 画 （ 次 項 に お い て 「 共 同 
 

生 活 援 助 計 画 」 と い う 。）」 と あ る の は 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 
 

同 生 活 援 助 計 画 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 と あ る 
 

の は 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 援 助 計 画 」 と 、 第 198 条 の ６ 
 

第 １ 項 中 「 第 201 条 」 と あ る の は 「 第 201 条 の 12 」 と 、 第 199 条 
 

第 ３ 項 中 「 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従 業 者 」 と あ る の は 「 
 

当 該 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 及 び 受 託 居 宅 介 
 

護 サ ー ビ ス 事 業 所 の 従 業 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 
       

       削 除                     
第 16 章   

一 体 型 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 等 に 関 す る 特 例 

第 204 条 及 び 第 205 条  削 除 
 

               
（ 従 業 者 の 員 数 に 関 す る 特 例 ） 

                               
第 204 条  指 定 共 同 生 活 介 護 の 事 業 及 び 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 （ 
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以 下 「 指 定 共 同 生 活 介 護 の 事 業 等 」 と い う 。） を 一 体 的 に 行 う 指 

                              
定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 一 体 型 指 定 共 同 生 

                              
活 介 護 事 業 所 」 と い う 。） 並 び に 指 定 共 同 生 活 介 護 の 事 業 等 を 一 

                              
体 的 に 行 う 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 一 体 

                              
型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 」 と い う 。） に 置 く べ き 世 話 人 及 び サ 

                              
ー ビ ス 管 理 責 任 者 の 員 数 は 、 第 125 条 第 １ 項 第 １ 号 及 び 第 ３ 号 並 

                             
び に 第 196 条 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の と お り と す る 。 

                              
(1)  世 話 人  当 該 一 体 型 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 及 び 一 体 型 指 定 

                              
共 同 生 活 援 助 事 業 所 を 一 の 事 業 所 で あ る と み な し て 、 当 該 一 の 

                             
事 業 所 と み な さ れ た 事 業 所 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 当 該 一 体 

                             
型 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 及 び 一 体 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 

                   
の 利 用 者 の 数 の 合 計 を ６ で 除 し た 数 以 上 

                              
(2)  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者  当 該 一 体 型 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 及 

                             
び 一 体 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 を 一 の 事 業 所 で あ る と み な し 

                             
て 、 当 該 一 の 事 業 所 と み な さ れ た 事 業 所 ご と に 、 ア 又 は イ に 掲 

                             
げ る 当 該 一 体 型 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 及 び 一 体 型 指 定 共 同 生 

                             
活 援 助 事 業 所 の 利 用 者 の 数 の 合 計 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 

        
は イ に 掲 げ る 数 

                     
ア  利 用 者 の 数 の 合 計 が 30 人 以 下  １ 人 以 上 

                             
イ  利 用 者 の 数 の 合 計 が 31 人 以 上  １ に 、 利 用 者 の 数 の 合 計 が 

                            
30 を 超 え て 30 又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に １ を 加 え て 得 た 数 以 

  
上 

                  
（ 設 備 及 び 定 員 の 遵 守 に 関 す る 特 例 ） 

                               
第 205 条  一 体 型 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 及 び 一 体 型 指 定 共 同 生 活 

                               
援 助 事 業 所 に お い て は 、 こ れ ら の 事 業 所 の 利 用 者 の 数 の 合 計 及 び 
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そ の 入 居 定 員 の 合 計 を こ れ ら の 事 業 所 の 利 用 者 の 数 及 び 入 居 定 員 

                              
と み な し て 第 127 条 （ 第 198 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。）  

                              
及 び 第 139 条 （ 第 201 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。） の 規 定 

       
を 適 用 す る 。 

附  則 

   （ 第 １ 項 省 略 ） 

 （ 指 定 生 活 介 護 事 業 所 に 置 く べ き 従 業 者 の 員 数 に 関 す る 経 過 措 置

） 

２  当 分 の 間 、 第 １ 号 の 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 対 し 指 定 生 活 介

護 を 提 供 す る 指 定 生 活 介 護 事 業 所 に 置 く べ き 看 護 職 員 、 理 学 療 法

士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 の 総 数 は 、 第 80 条 第 １ 項 第 ２ 号

ア の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 条 第 ３ 項 の 指 定 生 活 介 護 の 単 位 ご と に

、 常 勤 換 算 方 法 で 、 次 に 掲 げ る 数 を 合 計 し た 数 以 上 と す る 。 

(1)  ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 利 用 者 （ 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 

                          平 均 障 
臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 ア か ら ウ ま で に お い て 同 じ 。） の 
                         平 均 障 

害 支 援 区 分 
に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 数 

害 程 度 区 分 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
ア          が ４ 未 満  利 用 者 の 数 を ６ で 除 し た 数 
  平 均 障 害 程 度 区 分 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
イ          が ４ 以 上 ５ 未 満  利 用 者 の 数 を ５ で 除 し 
  平 均 障 害 程 度 区 分 

た 数 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
ウ          が ５ 以 上  利 用 者 の 数 を ３ で 除 し た 数 
  平 均 障 害 程 度 区 分 

   （ 第 ２ 号 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 

（ 平 成 18 年 10 月 １ 日 に お い て 現 に 入 所 施 設 又 は 病 院 の 敷 地 内 に 存 

す る 建 物 を 共 同 生 活 住 居 と し て 使 用 す る 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 

に 関 す る 特 例 ） 

４  平 成 18 年 10 月 １ 日 に お い て 現 に 入 所 施 設 又 は 病 院 の 敷 地 内 に 存
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す る 建 物 を 共 同 生 活 住 居 と し て 使 用 す る 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 

 又 は 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 （ 以 下 「 指 定 共 
                               

同 生 活 援 助 事 業 者 等 」 と い う 。）   第 198 条 第 １ 項 （ 第 201 条 
                は 、              
                  第 127 条 第 １ 項 （ 第 198 条 

の ６ 
に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。） の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 

 

            指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 又 は 外 部 サ ー 
建 物 を 共 同 生 活 住 居 と す る              

             指 定 共 同 生 活 介 護 の 事 業 等 

ビ ス 利 用 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 事 業 （ 以 下 「 指 定 共 同 生 活 援 助 の 
 

事 業 等 」 と い う 。）  
を 行 う こ と が で き る 。 

 

（ 平 成 18 年 10 月 １ 日 に お い て 現 に 存 す る 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 

に 係 る 設 備 に 関 す る 特 例 ） 

 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 等 
５              は 、 平 成 18 年 10 月 １ 日 に お い て 現 に 
  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 

                  指 定 共 同 生 活 援 助 
存 す る 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 に お い て         の 事 業 
                  指 定 共 同 生 活 介 護     

等 を 行 う 場 合 に は 、 当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 共 同 生 活 住 居 

（ 基 本 的 な 設 備 が 完 成 し て い る も の を 含 み 、 同 日 以 後 に 増 築 さ れ 

、 又 は 改 築 さ れ る 等 建 物 の 構 造 を 変 更 し た も の を 除 く 。） が 満 た 

                 第 198 条 第 ７ 項 及 び 第 ８ 項 
す べ き 設 備 に 関 す る 基 準 に つ い て は 、 

                  第 127 条 第 ６ 項 及 び 第 ７ 項 

        第 201 条 の ６ 
（ こ れ ら の 規 定 を       に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。）  
        第 198 条 

の 規 定 に か か わ ら ず 、 障 害 者 自 立 支 援 法 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 に 関 す る 省 令

の 全 部 を 改 正 す る 省 令 （ 平 成 18 年 厚 生 労 働 省 令 第 171 号 ） に よ る

改 正 前 の 障 害 者 自 立 支 援 法 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業

の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 18 年 厚

生 労 働 省 令 第 58 号 ） 第 109 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 に 規 定 す る 基 準 に

よ る こ と が で き る 。 

 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 
（            に お い て 個 人 単 位 で 居 宅 介 護 等 を 利 用 
 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 

す る 場 合 の 特 例 ） 
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  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 
６             の 利 用 者 の う ち 、 重 度 訪 問 介 護 、 同 行 

指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 

援 護 又 は 行 動 援 護 に 係 る 支 給 決 定 を 受 け る こ と が で き る 者 で あ っ 

      第 １ 条 第 ５ 号      同 条 第 ６ 号       同 
て 、 区 分 省 令       の 区 分 ４ 、      の 区 分 ５ 又 は 

第 ２ 条 第 ４ 号      同 条 第 ５ 号       同 

条 第 ７ 号                         当 
    の 区 分 ６ に 該 当 す る も の が 、 共 同 生 活 住 居 内 に お い て 
条 第 ６ 号                         当 

該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 
            の 従 業 者 以 外 の 者 に よ る 居 宅 介 護 又 は 
該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 

重 度 訪 問 介 護 の 利 用 を 希 望 す る 場 合 に つ い て は 、 平 成 27 年 ３ 月 31  

                第 199 条 第 ３ 項 
日 ま で の 間 、 当 該 利 用 者 に つ い て 、        の 規 定 は 、 適 
                第 134 条 第 ３ 項 

用 し な い 。 

  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所             第 １ 条 第 ５ 
７             の 利 用 者 の う ち 、 区 分 省 令       

指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所             第 ２ 条 第 ４ 

号      同 条 第 ６ 号       同 条 第 ７ 号 
 の 区 分 ４ 、      の 区 分 ５ 又 は      の 区 分 ６ に 該 当 
号      同 条 第 ５ 号       同 条 第 ６ 号 

                当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 
す る 者 が 、 共 同 生 活 住 居 内 に お い て 
                当 該 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 

の 従 業 者 以 外 の 者 に よ る 居 宅 介 護 （ 身 体 介 護 に 係 る も の に 限 る 。

第 １ 号 及 び 第 ２ 号 に お い て 同 じ 。） の 利 用 を 希 望 し 、 次 に 掲 げ る

要 件 の い ず れ に も 該 当 す る 場 合 に つ い て は 、 平 成 27 年 ３ 月 31 日 ま 

              第 199 条 第 ３ 項 
で の 間 、 当 該 利 用 者 に つ い て 、        の 規 定 は 、 適 用 し 
              第 134 条 第 ３ 項 

な い 。 

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

             指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 
８  前 ２ 項 の 場 合 に お い て 、            に 置 く べ き 生 
             指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 

             第 196 条 第 １ 項 第 ２ 号 イ 
活 支 援 員 の 員 数 に つ い て 、            か ら エ ま で の 
            第 125 条 第 １ 項 第 ２ 号 イ 

規 定 を 適 用 す る 場 合 は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 利 用 者 の 数 」 と あ る の

は 、 「 利 用 者 の 数 （ 附 則 第 ６ 項 又 は 第 ７ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る

者 に あ っ て は 、 当 該 利 用 者 の 数 に ２ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 ）」 と

す る 。 

（ 平 成 18 年 10 月 １ 日 に お い て 現 に 存 し た 精 神 障 害 者 生 活 訓 練 施 設

等 に 係 る 設 備 に 関 す る 特 例 ） 
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９  平 成 18 年 10 月 １ 日 に お い て 現 に 法 附 則 第 46 条 の 規 定 に よ る 改 正

前 の 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 25 年 法 律 第

123 号 。 以 下 「 旧 精 神 保 健 福 祉 法 」 と い う 。） 第 50 条 の ２ 第 １ 項

第 １ 号 の 精 神 障 害 者 生 活 訓 練 施 設 （ 以 下 「 精 神 障 害 者 生 活 訓 練 施

設 」 と い う 。） 又 は 法 附 則 第 52 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 知 的 障 害

者 福 祉 法 （ 昭 和 35 年 法 律 第 37 号 。 以 下 「 旧 知 的 障 害 者 福 祉 法 」 と

い う 。） 第 21 条 の ８ の 知 的 障 害 者 通 勤 寮 の う ち 旧 知 的 障 害 者 福 祉

法 第 15 条 の 11 第 １ 項 の 指 定 を 受 け て い る も の （ 以 下 「 指 定 知 的 障

害 者 通 勤 寮 」 と い う 。） （ こ れ ら の 施 設 の う ち 、 基 本 的 な 設 備 が

完 成 し て い る も の を 含 み 、 同 日 以 後 に 増 築 さ れ 、 又 は 改 築 さ れ る

等 建 物 の 構 造 を 変 更 し た も の を 除 く 。） と し て 存 し て い た 指 定 共 

         （ 横 浜 市 議 会 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 
同 生 活 介 護 事 業 所 

 

害 補 償 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成  年  月 横 
 

浜 市 条 例 第  号 ） 第 ５ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 指 定 障 害 福 
 

祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 第 
 

125 条 第 １ 項 の 指 定 共 同 生 活 介 護 事 業 所 を い う 。）  
                        又 は 指 定 共 同 
 

               指 定 共 同 生 活 援 助 の 
生 活 援 助 事 業 所 に お い て 行 わ れ る          事 業 等 に つ 
               指 定 共 同 生 活 介 護 の 

  第 198 条 （ 第 201 条 の ６ 
い て 、            に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。）  
   第 127 条 （ 第 198 条 

                 第 198 条 第 ７ 項 
の 規 定 を 適 用 す る 場 合 は 、 当 分 の 間 、        中 「 10 人 以 
                 第 127 条 第 ６ 項 

                同 条 第 ８ 項 第 ２ 号 
下 」 と あ る の は 「 30 人 以 下 」 と し 、         の 規 定 は 、 
                同 条 第 ７ 項 第 ２ 号 

当 分 の 間 、 適 用 し な い 。 

   （ 第 10 項 か ら 第 13 項 ま で 省 略 ） 

 

横 浜 市 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基

準 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ）  



市第139号 

122 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

 （ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 ５ 条  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、

次 の と お り と す る 。 

(1)  生 活 介 護 を 行 う 場 合 

ア  生 活 介 護 を 行 う 場 合 に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次

の と お り と す る 。 

（ （ア） 省 略 ） 

（イ）  看 護 職 員 （ 保 健 師 又 は 看 護 師 若 し く は 准 看 護 師 を い う 。

以 下 同 じ 。）、 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 

a  看 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員

の 総 数 は 、 生 活 介 護 の 単 位 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 (a)

及 び (b) に 掲 げ る 数 を 合 計 し た 数 以 上 と す る 。 

             平 均 障 害 支 援 区 分 
(a)  ⅰ か ら ⅲ ま で に 掲 げ る         （ 障 害 者 の 
            平 均 障 害 程 度 区 分 

日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律

に 基 づ く 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営

に 関 す る 基 準 （ 平 成 18 年 厚 生 労 働 省 令 第 172 号 。 以 下

「 省 令 」 と い う 。） の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め 

           障 害 支 援 区 分 の 
る と こ ろ に よ り 算 定 し た        平 均 値 を い う 
           障 害 程 度 区 分 の 

。 以 下 同 じ 。） に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ⅰ か ら ⅲ ま で に 定 め

る 数 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
ⅰ          が ４ 未 満  利 用 者 （ 省 令 の 規 定 

平 均 障 害 程 度 区 分 

に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 ⅱ 及 び ⅲ に

お い て 同 じ 。） の 数 を ６ で 除 し た 数 

   平 均 障 害 支 援 区 分 
ⅱ          が ４ 以 上 ５ 未 満  利 用 者 の 数 を 

平 均 障 害 程 度 区 分 
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５ で 除 し た 数 

   平 均 障 害 支 援 区 分 
ⅲ          が ５ 以 上  利 用 者 の 数 を ３ で 除 

平 均 障 害 程 度 区 分 

し た 数 

   （ (b) 、 ｂ か ら ｄ ま で 、 （ウ） 、 イ か ら オ ま で 、 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 

ま で 、 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 

附  則 

   （ 第 １ 項 省 略 ） 

（ 経 過 的 指 定 障 害 者 支 援 施 設 に 置 く べ き 従 業 者 の 員 数 ） 

２  当 分 の 間 、 第 １ 号 ア （ア） に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 対

す る 生 活 介 護 、 規 則 附 則 第 １ 条 の ２ に 規 定 す る 特 定 旧 法 受 給 者 に

対 す る 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 若 し く は 就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 又 は 第 ６ 号 に

規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 対 す る 施 設 入 所 支 援 を 提 供 す

る 指 定 障 害 者 支 援 施 設 （ 以 下 「 経 過 的 指 定 障 害 者 支 援 施 設 」 と い

う 。） に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 第 ５ 条 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 次 の と お り と す る 。 

(1)  生 活 介 護 を 行 う 場 合  第 ５ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 従 業 者

及 び そ の 員 数 と す る 。 た だ し 、 看 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又 は 作 業

療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 の 総 数 は 、 同 号 ア （イ） の 規 定 に か か わ ら ず

、 生 活 介 護 の 単 位 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 次 の ア 及 び イ に 掲

げ る 数 を 合 計 し た 数 以 上 と す る 。 

            平 均 障 害 支 援 区 分 
ア  （ア） か ら （ウ） ま で に 掲 げ る         に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 

平 均 障 害 程 度 区 分 

（ア） か ら （ウ） ま で に 掲 げ る 数 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（ア）          が ４ 未 満  利 用 者 （ 省 令 の 規 定 に よ り 

平 均 障 害 程 度 区 分 

厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 （イ） 及 び （ウ） に お い て 同 じ 。

） の 数 を ６ で 除 し た 数 
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  平 均 障 害 支 援 区 分 
（イ）          が ４ 以 上 ５ 未 満  利 用 者 の 数 を ５ で 除 

平 均 障 害 程 度 区 分 

し た 数 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（ウ）          が ５ 以 上  利 用 者 の 数 を ３ で 除 し た 数 

平 均 障 害 程 度 区 分 

   （ イ 、 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 ま で 及 び 第 ３ 項 か ら 第 38 項 ま で 省 略

   ） 

 

横 浜 市 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関

す る 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） 

第 39 条  生 活 介 護 事 業 者 が 生 活 介 護 事 業 所 に 置 く べ き 職 員 及 び そ の

員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

(3)  看 護 職 員 （ 保 健 師 又 は 看 護 師 若 し く は 准 看 護 師 を い う 。 以 下

同 じ 。）、 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 

ア  看 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 の 総

数 は 、 生 活 介 護 の 単 位 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 （ア） か ら （ウ） ま  

      平 均 障 害 支 援 区 分 
で に 掲 げ る         （ 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 

平 均 障 害 程 度 区 分 

               障 害 支 援 区 分 の 
臣 が 定 め る と こ ろ に よ り 算 定 し た        平 均 値 を い 
               障 害 程 度 区 分 の 

う 。 以 下 同 じ 。） に 応 じ 、 そ れ ぞ れ （ア） か ら （ウ） ま で に 掲 げ る 数

と す る 。 

   平 均 障 害 支 援 区 分 
（ア）          が ４ 未 満  利 用 者 の 数 を ６ で 除 し た 数 

平 均 障 害 程 度 区 分 

以 上 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（イ）          が ４ 以 上 ５ 未 満  利 用 者 の 数 を ５ で 除 

平 均 障 害 程 度 区 分 

し た 数 以 上 
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  平 均 障 害 支 援 区 分 
（ウ）          が ５ 以 上  利 用 者 の 数 を ３ で 除 し た 数 

平 均 障 害 程 度 区 分 

以 上 

   （ イ か ら エ ま で 、 第 ４ 号 及 び 第 ２ 項 か ら 第 ８ 項 ま で 省 略 ） 

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） 

第 59 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 省 略 ） 

８  第 １ 項 第 ４ 号 の サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 の う ち １ 人 以 上 は 、 常 勤 で 

          た だ し 、 宿 泊 型 自 立 訓 練 を 行 う 自 立 訓 練 （ 生 
な け れ ば な ら な い 。 

 

活 訓 練 ） 事 業 所 で あ っ て 、 利 用 者 の 支 援 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ 
                              

の 限 り で な い 。 
         

附  則 

   （ 第 １ 項 省 略 ） 

（ 生 活 介 護 事 業 所 に 置 く べ き 職 員 の 員 数 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

２  当 分 の 間 、 第 １ 号 の 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 対 し 生 活 介 護 を

提 供 す る 生 活 介 護 事 業 所 に 置 く べ き 看 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又 は 作

業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 の 総 数 は 、 第 39 条 第 １ 項 第 ３ 号 ア の 規 定

に か か わ ら ず 、 同 条 第 ３ 項 の 生 活 介 護 の 単 位 ご と に 、 常 勤 換 算 方

法 で 、 次 に 掲 げ る 数 を 合 計 し た 数 以 上 と す る 。 

(1)  ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 利 用 者 （ 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 

                          平 均 障 
臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 ア か ら ウ ま で に お い て 同 じ 。） の 

平 均 障 

害 支 援 区 分 
     に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 数 
害 程 度 区 分 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
ア          が ４ 未 満  利 用 者 の 数 を ６ で 除 し た 数 

平 均 障 害 程 度 区 分 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
イ          が ４ 以 上 ５ 未 満  利 用 者 の 数 を ５ で 除 し 

平 均 障 害 程 度 区 分 

た 数 

    平 均 障 害 支 援 区 分 
ウ          が ５ 以 上  利 用 者 の 数 を ３ で 除 し た 数 

平 均 障 害 程 度 区 分 

（ 第 ２ 号 及 び 第 ３ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 省 略 ） 
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横 浜 市 障 害 者 支 援 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条

例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） 

第 11 条  障 害 者 支 援 施 設 に 置 く べ き 職 員 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お

り と す る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

(2)  生 活 介 護 を 行 う 場 合 

ア  生 活 介 護 を 行 う 場 合 に 置 く べ き 職 員 及 び そ の 員 数 は 、 次 の

と お り と す る 。 

（ （ア） 省 略 ） 

（イ）  看 護 職 員 （ 保 健 師 又 は 看 護 師 若 し く は 准 看 護 師 を い う 。

以 下 同 じ 。）、 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員 

a  看 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 及 び 生 活 支 援 員

の 総 数 は 、 生 活 介 護 の 単 位 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 (a)

及 び (b) に 掲 げ る 数 を 合 計 し た 数 以 上 と す る 。 

            平 均 障 害 支 援 区 分 
(a)  ⅰ か ら ⅲ ま で に 掲 げ る         （ 障 害 者 の 

平 均 障 害 程 度 区 分 

日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律

に 基 づ く 障 害 者 支 援 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

（ 平 成 18 年 厚 生 労 働 省 令 第 177 号 。 以 下 「 省 令 」 と い

う 。） の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る と こ ろ に よ 

       障 害 支 援 区 分 の 
り 算 出 し た        平 均 値 を い う 。 以 下 同 じ 。 

      障 害 程 度 区 分 の 

） に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ⅰ か ら ⅲ ま で に 定 め る 数 

   平 均 障 害 支 援 区 分 
ⅰ          が ４ 未 満  利 用 者 （ 省 令 の 規 定 

平 均 障 害 程 度 区 分 
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に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 ⅱ 及 び ⅲ に

お い て 同 じ 。） の 数 を ６ で 除 し た 数 

   平 均 障 害 支 援 区 分 
ⅱ          が ４ 以 上 ５ 未 満  利 用 者 の 数 を 

平 均 障 害 程 度 区 分 

５ で 除 し た 数 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
ⅲ          が ５ 以 上  利 用 者 の 数 を ３ で 除 

平 均 障 害 程 度 区 分 

し た 数 

   （ (b) 、 ｂ か ら ｄ ま で 、 （ウ） 、 イ か ら オ ま で 、 第 ３ 号 か ら 第 ７ 号 

ま で 及 び 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

附  則 

   （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

（ 経 過 的 障 害 者 支 援 施 設 に 置 く べ き 職 員 の 員 数 ） 

３  経 過 的 障 害 者 支 援 施 設 に 置 く べ き 職 員 及 び そ の 員 数 は 、 第 11 条

の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の と お り と す る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

(2)  生 活 介 護 を 行 う 場 合  第 11 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 職 員 及

び そ の 員 数 と す る 。 た だ し 、 看 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療

法 士 及 び 生 活 支 援 員 の 総 数 は 、 同 号 ア （イ） の 規 定 に か か わ ら ず 、

生 活 介 護 の 単 位 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 次 の ア 及 び イ に 掲 げ

る 数 を 合 計 し た 数 以 上 と す る 。 

            平 均 障 害 支 援 区 分 
ア  （ア） か ら （ウ） ま で に 掲 げ る         に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 

平 均 障 害 程 度 区 分 

（ア） か ら （ウ） ま で に 掲 げ る 数 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（ア）          が ４ 未 満  利 用 者 （ 省 令 の 規 定 に よ り 

平 均 障 害 程 度 区 分 

厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 （イ） 及 び （ウ） に お い て 同 じ 。

） の 数 を ６ で 除 し た 数 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（イ）          が ４ 以 上 ５ 未 満  利 用 者 の 数 を ５ で 除 

平 均 障 害 程 度 区 分 
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し た 数 

  平 均 障 害 支 援 区 分 
（ウ）          が ５ 以 上  利 用 者 の 数 を ３ で 除 し た 数 

平 均 障 害 程 度 区 分 

   （ イ 、 第 ３ 号 か ら 第 ７ 号 ま で 及 び 第 ４ 項 か ら 第 36 項 ま で 省 略

   ） 

 

横 浜 市 総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 施 設 ） 

第 ３ 条  前 条 各 号 に 掲 げ る 事 業 を 行 う た め 、 リ ハ セ ン タ ー に 次 の 施

設 を 置 く 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

(2)  障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 

                        第 ５ 条 第 11  
律 （ 平 成 17 年 法 律 第 123 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。）  

第 ５ 条 第 12  

  項 
   に 規 定 す る 障 害 者 支 援 施 設 
  項 

    第 ５ 条 第 13 項 
(3)  法       に 規 定 す る 就 労 移 行 支 援 （ 以 下 「 就 労 移 行 支 

  第 ５ 条 第 14 項   

 援 」 と い う 。） 及 び こ れ に 準 ず る 支 援 を 提 供 す る 就 労 支 援 施 設 

   （ 第 ４ 号 、 第 ５ 号 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

（ 利 用 料 金 ） 

第 ９ 条  セ ン タ ー を 利 用 す る 者 は 、 指 定 管 理 者 に 対 し 、 次 に 掲 げ る

額 の そ の 利 用 に 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。） を 支 払 わ

な け れ ば な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

(2)  障 害 者 支 援 施 設 又 は 就 労 支 援 施 設 を 利 用 す る 場 合 （ 身 体 障 害

者 福 祉 法 第 18 条 若 し く は 知 的 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 35 年 法 律 第 37

号 ） 第 15 条 の ４ の 規 定 に よ り 利 用 す る 場 合 又 は 次 号 に 掲 げ る 場



市第139号 

129 

合 を 除 く 。） は 、 法 第 29 条 第 ３ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ り 定 め ら れ 

   第 ５ 条 第 10 項             同 条 第 12 項 
た 法       に 規 定 す る 施 設 入 所 支 援 、      に 規 定 

第 ５ 条 第 11 項             同 条 第 13 項 

す る 自 立 訓 練 又 は 就 労 移 行 支 援 に 係 る 費 用 の 額 及 び 法 第 29 条 第

１ 項 に 定 め る 特 定 費 用 の 実 費 相 当 額 の 範 囲 内 で 指 定 管 理 者 が 市

長 の 承 認 を 得 て 定 め る 額 

   （ 第 ２ 号 の ２ か ら 第 ４ 号 ま で 省 略 ） 

 

横 浜 市 福 祉 授 産 所 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 事 業 ） 

第 ２ 条  授 産 所 は 、 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援

す る た め の 法 律 （ 平 成 17 年 法 律 第 123 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。）  

 第 ５ 条 第 14 項 
      に 規 定 す る 就 労 継 続 支 援 （ 以 下 「 就 労 継 続 支 援 」 と 
第 ５ 条 第 15 項 

い う 。） を 行 う 。 

 

横 浜 市 知 的 障 害 者 生 活 介 護 型 施 設 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 事 業 ） 

第 ２ 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

                          第 ５ 条 
３  横 浜 市 中 山 み ど り 園 は 、 第 １ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 法 

第 ５ 条 

 第 12 項 
   に 規 定 す る 自 立 訓 練 （ 以 下 「 自 立 訓 練 」 と い う 。） を 行 う 
第 13 項 

 。 

４  横 浜 市 松 風 学 園 は 、 第 １ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 法 第 ５ 条 第 ８ 

                          同 条 第 
項 に 規 定 す る 短 期 入 所 （ 以 下 「 短 期 入 所 」 と い う 。） 及 び 

                           同 条 第 

 10 項 
   に 規 定 す る 施 設 入 所 支 援 （ 以 下 「 施 設 入 所 支 援 」 と い う 。）  

11 項 
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を 行 う 。 

 （ 第 ５ 項 省 略 ） 

（ 知 的 障 害 者 福 祉 ホ ー ム 等 ） 

                         第 ５ 条 第 26  
第 11 条  横 浜 市 松 風 学 園 に 、 知 的 障 害 者 を 対 象 と す る 法       
                         第 ５ 条 第 27  

 項 
  に 規 定 す る 福 祉 ホ ー ム 及 び 在 宅 の 知 的 障 害 者 の 生 活 能 力 訓 練 事 

項 

業 等 を 行 う た め の 知 的 障 害 者 短 期 宿 泊 訓 練 施 設 を 置 く 。 

 （ 第 ２ 項 か ら 第 ６ 項 ま で 省 略 ） 

 

横 浜 市 精 神 障 害 者 生 活 支 援 セ ン タ ー 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 利 用 料 金 ） 

第 ８ 条  セ ン タ ー を 利 用 す る 者 は 、 指 定 管 理 者 に 対 し 、 次 に 掲 げ る

額 を 合 算 し て 得 た 額 の 当 該 利 用 に 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と

い う 。） を 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 

(1)  障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 

                        第 ５ 条 第 16  
律 （ 平 成 17 年 法 律 第 123 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。）  
                       第 ５ 条 第 17  

項 
に 規 定 す る 地 域 相 談 支 援 を 受 け る 場 合 は 法 第 51 条 の 14 第 ３ 項 

項 

                 第 ５ 条 第 16 項 
の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 費 用 の 額 、 法       に 規 定 す る 
                 第 ５ 条 第 17 項 

計 画 相 談 支 援 を 受 け る 場 合 は 法 第 51 条 の 17 第 ２ 項 の 規 定 に よ り

定 め ら れ た 費 用 の 額 

 （ 第 ２ 号 省 略 ） 

 

横 浜 市 総 合 保 健 医 療 セ ン タ ー 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 利 用 料 金 ） 
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第 ９ 条  セ ン タ ー を 利 用 す る 者 は 、 指 定 管 理 者 に 対 し 、 次 に 掲 げ る

額 を 合 算 し て 得 た 額 の 当 該 利 用 に 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と

い う 。） を 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 

 （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

(2) の ２  障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め 

の 法 律 （ 平 成 17 年 法 律 第 123 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。） 第 ５ 条 

第 ８ 項 に 規 定 す る 短 期 入 所 （ 以 下 「 短 期 入 所 」 と い う 。） を 受 

              同 条 第 12 項 
け る 場 合 、 自 立 訓 練 施 設 に お い て      に 規 定 す る 自 立 訓 

同 条 第 13 項 

練 （ 以 下 「 自 立 訓 練 」 と い う 。） を 受 け る 場 合 又 は 就 労 支 援 施 

    同 条 第 13 項 
設 に お い て      に 規 定 す る 就 労 移 行 支 援 （ 以 下 「 就 労 移 

同 条 第 14 項 

行 支 援 」 と い う 。） を 受 け る 場 合 は 、 法 第 29 条 第 ３ 項 第 １ 号 の

規 定 に よ り 定 め ら れ た 短 期 入 所 、 自 立 訓 練 又 は 就 労 移 行 支 援 に

係 る 費 用 の 額 及 び 同 条 第 １ 項 に 定 め る 特 定 費 用 の 実 費 相 当 額 の

範 囲 内 で 指 定 管 理 者 が 市 長 の 承 認 を 得 て 定 め る 額 並 び に 精 神 障 

             第 ５ 条 第 16 項 
害 者 生 活 支 援 施 設 に お い て 、 法       に 規 定 す る 地 域 相 

             第 ５ 条 第 17 項 

談 支 援 を 受 け る 場 合 は 法 第 51 条 の 14 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら 

       第 ５ 条 第 16 項 
れ た 費 用 の 額 、 法       に 規 定 す る 計 画 相 談 支 援 を 受 け 

       第 ５ 条 第 17 項 

る 場 合 は 法 第 51 条 の 17 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 費 用 の 額 

 （ 第 ２ 号 の ３ か ら 第 ５ 号 ま で 省 略 ） 

 

横 浜 市 火 災 予 防 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 自 動 火 災 報 知 設 備 に 関 す る 基 準 ） 

第 51 条  次 の 各 号 に 掲 げ る 防 火 対 象 物 ま た は そ の 部 分 に は 、 自 動 火

災 報 知 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い 。 
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   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

(3)  令 別 表 第 １ (6) 項 ハ に 掲 げ る 防 火 対 象 物 （ 主 要 構 造 部 を 耐 火 構

造 と し た も の 又 は 建 築 基 準 法 第 ２ 条 第 ９ 号 の ３ イ 若 し く は ロ の

い ず れ か に 該 当 す る も の を 除 く 。） の う ち 、 児 童 養 護 施 設 、 児

童 自 立 支 援 施 設 （ 通 所 施 設 を 除 く 。）、 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び

社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 17 年 法 律 第 123  

   第 ５ 条 第 15 項                    
号 ）            に 規 定 す る         共 同 

第 ５ 条 第 10 項 又 は 第 16 項      共 同 生 活 介 護 又 は 

生 活 援 助 を 行 う 施 設 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の （ 次 号 に お い て

「 児 童 養 護 施 設 等 」 と い う 。） で 、 延 べ 面 積 が 200 平 方 メ ー ト

ル 以 上 の も の 

 （ 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 ま で 、 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 
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